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近年、偏った栄養摂取等、子供たちの食生活の乱れや肥満・やせ傾向等が

みられ、子供たちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるこ

とができるよう、食育を推進することが喫緊の課題となっています。そして、

子供の食に関する課題を解決するには、学校を核として家庭を巻き込んだ取

組を推進し、子供の日常生活の基盤である家庭における食に関する理解を深

めることにより、効果的に子供の食に関する自己管理能力の形成を目指すこ

とが重要となります。 

このため、文部科学省では、令和元年度に９教育委員会に事業委託し、

「つながる食育推進事業」を実施しました。 

事業委託先 実施校 事業テーマ 

北海道 

教育委員会 

帯広市立大空中学校 

帯広市立栄小学校 

 つながる北海道の食育推進

栄養教諭を中核に学校・家庭・地域が連携・協働した食育の推進

山形県 

教育委員会 

山形市立東小学校 

山形市立桜田小学校 

山形市立第三中学校 

 家庭とつながり、地域へひろげる食育の輪

福島県 

教育委員会 

三春町立三春中学校 

新地町立新地小学校 

 学校・家庭・地域がつながり、ふくしまっ子の「食べる力」「感

謝の心」「郷土愛」を育む食育推進プロジェクト

石川県 

教育委員会 

中能登町立中能登中学校 

七尾市立七尾東部中学校 

 地域がつながり未来へつなげる、いしかわの食育

学校・家庭・地域が連携した継続的な食育の実践を通して生徒が

健康を意識した食生活を送る実践力を育てる

長野県 

教育委員会 

須坂市立東中学校 

須坂市立仁礼小学校 

 You are what you eat !

～未来まで健康に過ごすための「食」について学び、

実践する～

静岡県 

教育委員会 

裾野市立東小学校 

裾野市立富岡第一小学校 
 静岡茶でつながる学校・家庭・地域の食育

三重県 

教育委員会 

三重県立松阪あゆみ 

特別支援学校 

三重県立聾学校 

 「つながる！広がる！食育の輪」

～特別支援学校における食育の取組～

奈良県 

教育委員会 

橿原市立畝傍東小学校 

橿原市立橿原中学校 

 学校給食から「つながる」橿原市の食育

～おいしく、バランスよく食べて、健康実践力を育む～

山口県 

教育委員会 

宇都市立上宇部小学校 

宇都市立琴芝小学校 

宇部市立船木小学校 

宇部市立新川小学校 

 レッツ「へら塩」チャレンジ

～減塩でつながる地域の食維新～

推進委員会の設置 実施校での取組内容 

取組にあたっては、実施校や都道府県・

市町村教育委員会のほか、地元の生産者や

関係機関等から構成される推進委員会を設

置して実施しました。 

各実施校の取組を

みると、各種調査の

実施、子供に対して

の体験教室・体験活

動や子供自身が食事

を作る機会の設定、

保 護 者 に 対 す る 啓

発、教職員の意識向

上の取組が多くみら

れました。 

●推進委員会の主な構成メンバー

校長 教頭 担当教諭

栄養教諭 養護教諭

給食センター 校医

ＰＴＡ

実施校関係者

・・・

都道府県教育委員会

都道府県関係部局

市区町村教育委員会

市区町村関係部局

行政

地元の学校等

保育所幼稚園

中学校小学校

特別支援学校高等学校

関係機関

高等教育機関（大学等）

地元生産者・関係団体

民間企業 地域団体

食育や食生活に係る各種調査等の実施
体験教室や体験活動の実施
保護者に対する啓発・情報提供
児童生徒自身が食事を作る機会の設定
教職員の意識向上の取組
食育推進体制の構築
食育に関する講演会や講座の開催
学校と家庭の連携による取組
家庭や地域等に対する啓発活動
教科等における食に関する指導の充実
親子参加の教室やイベントの実施
地場産品活用など学校給食の工夫
他校と連携した実習や活動
伝統食など食文化の継承
ＰＴＡの取組
専門家等による個別指導等の実施
レシピの開発、コンテストへの参加促進
児童会・生徒会活動の取組
実践プログラム等の開発
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「つながる食育推進事業」の概要 
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実施校では、食に関する意識の向上、生活習慣の改善、健康状態の改善を
目標として、それぞれの学校特有の食育における課題や、課題の重要性と改
善の可能性の観点にも着目しながら取組を行いました。その際、ＰＤＣＡサ
イクルのほか、以下の観点で課題を解決できるよう、取組の背景や成果を含
めて確認しました。

＜食習慣形成に関するモデル＞ 

 
 

食育推進のテーマとして「つながる」ことに着目した本事業では、栄養教
諭を中心に、家庭や地域、関係機関・団体等と連携を図りながら、さまざま
な取組が行われました。 

目標 カテゴリ 事例のポイント 学校名 
児童生徒

の食に関

する自己

管理能力

の育成 

朝食摂取 保護者の協力を得て、栄養バラン

スのよい朝食へ

山形県山形市立東小学校 

（P３） 

地域のシンボル「おにぎり」で朝

食の習慣づくり 

石川県中能登町立中能登中学

校（P５） 

「生活ノート」や専門家の講演会

で朝食の大切さを再認識 

長野県須坂市立東中学校 

（P７） 

栄養バラン

スを考えた

食事

小学校からの「へら塩」実践で将

来の健康習慣を育成 

山口県宇部市立琴芝小学校 

（P９） 

エビデンスに基づいた指導でカル

シウム摂取量を改善

石川県七尾市立七尾東部中学

校（P11） 

食事マナー 入学直後の取組で、食事マナー指

導をスムーズに 

北海道帯広市立栄小学校

（P13） 

ランチョンマットで正しい配膳の

位置を覚える

山形県山形市立桜田小学校

（P15） 

地域を巻き込んだ取組で食事マナ

ーを向上 

三重県立聾学校（P17） 

地域との連

携 

茶の産地なのに「ペットボトルで

飲む」現状を改革 

静岡県裾野市立東小学校

（P19） 

産地から食卓まで、給食のできる

過程を学ぶ 

北海道帯広市立大空中学校

（P21） 

栄養教諭

の実践的

な指導力

の向上 

学校内の連

携 

食育指導の時間の確保へ、若手栄

養教諭の挑戦 

奈良県橿原市立橿原中学校

（P23） 

家庭・教職員の共通理解のもと、

偏食傾向を改善 

三重県立松阪あゆみ特別支援

学校（P25） 

栄養教諭の

連携強化 

給食センター勤務の栄養教諭と学

校をつなぐ管理職 

長野県須坂市立仁礼小学校・

東中学校（P27） 

先輩栄養教諭との連携で指導力ア

ップ 

山口県宇部市立船木小学校

（P29） 

学
校
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取組事例の紹介 
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山形県山形市立東小学校 

保護者の協力を得て、栄養バランスのよい朝食へ
朝食欠食に加え、パンやご飯等の主食のみを食べて

いる児童が多く、朝食の内容を改善する必要があっ

た。養護教諭と作成した「元気いっぱい充電カード」

を配布、保護者の協力も得ながら、学級担任と連携

し児童の意識を高めた。その結果、朝食摂取率及び

栄養バランスを考えて食事やおやつをとる児童の割

合が増加した。 

週 間 ず つ 、 全 学 年 を 対 象 に 、 生 活 習 慣 を 見 直 す た
め の 「 元 気 い っ ぱ い 充 電 カ ー ド 」 の 記 入 を 実 施 し
て い る 。  

School Data 
児童数：409 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 30 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

（ 図 表 ） 朝 食 を 週 に ４ 日 以 上 食 べ る  

児 童 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 栄 養 バ ラ ン ス を 考 え て 食 事 や  

お や つ を と る 児 童 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 「 元 気 い っ ぱ い 充 電 カ ー ド 」

朝食摂取に関する取組事例の紹介 

◆ 「 元 気 い っ ぱ い 充 電 カ ー ド 」 を 使 っ た 意 識 付 け
毎 年 、 長 期 休 業 明 け の ９ 月 と １ 月 に そ れ ぞ れ 一

児 童 は 「 主 食 だ け で は 不 十 分 だ 」 と い う こ と が 分 か り 、 お か ず を 食 べ る
こ と に も 意 識 が 向 く よ う に な っ た 。 取 組 に 協 力 し た 保 護 者 も 、 単 に 朝 食
を 食 べ る ・ 食 べ な い だ け で な く 、 何 を 食 べ さ せ た ら よ い の か と い う 意 識
が 出 て き た 。 取 組 後 の ア ン ケ ー ト で は 朝 食 を 週 に ４ 日 以 上 食 べ る 児 童 、
栄 養 バ ラ ン ス を 考 え て 食 事 や お や つ を と る 児 童 の 割 合 が 増 加 し た 。  

朝 食 を 食 べ る 児 童 の 割 合  
栄 養 バ ラ ン ス を 考 え て 食 事 や お や つ を と る 児 童 の 割 合  

家 庭 と 連 携 し た 取 組 を 通 し て 、 朝 食 摂 取 率 の 向 上 と 栄 養 バ ラ ン ス の 改 善
を 目 指 す 。  

毎 年 ６ ～ ７ 月 に 食 生 活 に 関 す る 学 校 独 自 の ア ン ケ ー ト を 実 施 し て い る 。
昨 年 度 か ら 朝 食 の 内 容 （ 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 ・ 汁 物 ） も 含 め て 調 査 し た と
こ ろ 、 朝 食 欠 食 に 加 え 、 「 主 食 の み 」 と い う 児 童 が 約 ２ 割 に 上 っ た 。  

◆保護者を巻き込んだ朝食の取組
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こ れ ま で 朝 食 に つ い て は ３ 段 階 （ ◎ 主 食 と お か ず 、 ○ 主 食 の み 、 △ 食 べ な
か っ た ） で 記 入 し て い た が 、 今 年 度 は 新 た に 「 黄 ・ 赤 ・ 緑 」 の 食 品 を 食 べ た
か 確 認 す る よ う に し た 。  

 
 
 

 

◆ ５ 年 生 は 「 味 噌 汁 作 り 」 、 ６ 年 生 は 「 朝 食 作 り 」 を 家 庭 で 実 践
高 学 年 で は 家 庭 科 の 時 間 の 学 び を 家 庭 で 実 践 す る 取

組 を 実 施 。 ５ 年 生 は 夏 休 み に 「 味 噌 汁 作 り 」 、 ６ 年 生
は 夏 ・ 冬 休 み 等 数 回 に わ た っ て 「 朝 食 作 り 」 の 課 題 に
取 り 組 ん だ 。 児 童 は 、 自 分 で 作 る こ と が で き た 喜 び よ
り も 、 家 族 が 喜 ん で 食 べ て く れ た こ と が 嬉 し い と 感 じ
た り 、 作 り 手 の 苦 労 を 実 感 し 感 謝 の 気 持 ち を 抱 い た り
し た 。  

ま た 、 朝 食 の 重 要 性 に つ い て の 理 解 が 深 ま っ た だ
け で な く 、 卵 を 割 れ な か っ た 児 童 が バ ラ ン ス の よ い
朝 食 を 作 ろ う と す る ま で に 成 長 す る 等 、 調 理 へ の 意 欲  
や 調 理 技 術 等 も 向 上 し た 。  

 

 

 

◆取組の流れ

【取組での工夫】朝食の取組には、保護者の協力も必要。児童がカードに振り

返りを記入後、保護者のコメントも書いて提出するようにしたため、保護者も

確実に見るようになり、親子で朝食への意識が高まった。その後、担任とも課

題を共有し、連携して指導にあたることができた。 

◆ 朝 食 作 り は 「 そ れ ぞ れ の 家 庭 で 出 来 る こ と を 」
主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 ・ 汁 物 が す べ て そ ろ っ た 朝 食 は ベ ス ト だ が 、 忙 し い

日 々 の 中 で 実 践 す る の は 困 難 。 取 組 の 中 で は 、 黄 （ 主 に エ ネ ル ギ ー の も
と に な る ） ・ 赤 （ 主 に 体 を つ く る も と に な る ） ・ 緑 （ 主 に 体 の 調 子 を 整
え る も と に な る ） の 食 品 を 汁 物 に 入 れ る だ け で も 栄 養 バ ラ ン ス が 改 善 す
る と い う ヒ ン ト を 示 し て 、 家 庭 で の 実 践 が し や す い よ う に 配 慮 し た 。  

◆高学年では、自分で朝食を作る試みも

自分の朝食の
実態を見直す 

栄養バランス
のよい朝食へ
の意識の向上

保護者の協力、
児童の調理への
意欲と調理技術
等の向上 

朝食摂取率の
向上、栄養バ
ランスの改善

自己管理能力
の育成 

関連のある取組 

取組における栄養教諭の工夫 

（ 図 表 ） ６ 年 生 が 作 っ た 朝 食

朝食摂取に関する取組事例の紹介 

◆
◆

保 護 者 向 け に 朝 食 の 重 要 性 に 関 す る 講 演 会 と グ ル ー プ 討 議 を 実 施
希 望 す る 親 子 で 「 親 子 ク ッ キ ン グ 」 を 開 催 、 朝 食 作 り を 体 験
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石川県中能登町立中能登中学校 

地域のシンボル「おにぎり」で朝食の習慣づくり
町に一つの大きな中学校。遠方から通学する生徒も

多く、朝の時間に余裕がないため朝食摂取率が伸び

悩む。そのため給食委員の生徒とともに、手軽に調

理できる「おにぎり」レシピを考案。同町が「おに

ぎりの里」として親しまれていることを意識した。

生徒の理解は進んだと感じるものの、行動の変化に

表れていないため、今後も継続して取組を行う。 

朝 食 と し て 食 べ ら れ る お に ぎ り を 作 る 取 組 を 行 っ た 。  
給 食 委 員 の 15 名 は 、 朝 食 摂 取 の 習 慣 は あ る も の の 、 菓 子 パ ン や カ ッ プ ラ

ー メ ン 、 シ リ ア ル 等 で 済 ま せ て し ま う こ と が 多 か っ た 。 こ う し た 栄 養 面 の 偏
り を 考 慮 し 、 お に ぎ り の 具 を 考 え る に あ た っ て は 「 栄 養 が あ り 、 か つ 簡 単 に
調 理 で き る 」 と い う 点 を 意 識 す る こ と と し た 。  

◆ 掲 示 物 や 食 育 通 信 で 発 信

School Data 
生徒数：480 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 29 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆すぐに実践できる朝食作り

【取組での工夫】お に ぎ り を 題 材 に し た の は 、 中 能 登 町 （ 旧 鹿 西 町 ） の 遺 跡

で 、 日 本 最 古 の お に ぎ り の 塊 が 出 土 し 、 同 町 が 「 お に ぎ り の 里 」 と し て 親 し

ま れ て い る た め 。

（ 図 表 ） 朝 食 を 毎 日 食 べ る 生 徒 の

割 合 の 変 化

朝 食 摂 取 率 を 毎 年 調 査 し て い る が 、 生 徒 の 約 １ 割 は 朝 食 を と る 習 慣 が な
い 。 遠 方 か ら 通 学 す る 生 徒 は 朝 の 時 間 に 余 裕 が な い こ と 、 就 寝 時 間 が 遅
い 等 の 理 由 で 食 欲 が な い こ と が 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 。  

保 護 者 が 朝 食 を 用 意 で き な い 場 合 で も 、 自 分 で 作 っ て 食 べ ら れ る よ う に
な る こ と を 目 指 す 。 さ ら に は 、 自 分 自 身 で 朝 食 を 食 べ る 意 義 を 理 解 し 、
家 庭 へ の 働 き か け が で き る よ う に な る こ と が 望 ま し い 。  

生 徒 は 講 師 を 招 い た 講 演 会 で 多 く の 質
問 を す る 、 ま た そ の 内 容 を 覚 え て い る
等 、 み な 熱 心 に 取 り 組 ん で お り 、 調 理
の し や す さ や 栄 養 バ ラ ン ス 等 に つ い て
の 理 解 が 進 ん だ 様 子 で あ っ た 。 た だ 、  
行 動 の 変 化 は ま だ 表 れ て い な い 。  

朝食摂取に関する取組事例の紹介 

◆ 給 食 委 員 を 対 象 と し た 朝 食 作 り の 体 験
夏 休 み の 期 間 を 利 用 し 、 １～ ３ 年 生 の 給 食 委 員 （ 計 15 名 ） を 対 象 と して、

朝 食 を 毎 日 食 べ る 生 徒 の 割 合  
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◆ 掲 示 物 や 食 育 通 信 で 発 信
お に ぎ り の 具 は 生 徒 自 身 が 考 え 、 卵 、 昆 布 、

ゴ マ 、 柴 漬 け 、 ミ ッ ク ス ベ ジ タ ブ ル 、 冷 凍 の 唐
揚 げ 等 、 生 徒 が 一 人 で も 作 れ る 食 材 を 取 り 入 れ
た 。  

こ の 取 組 の 内 容 に つ い て は 、 掲 示 物 や 食 育 通
信 で 発 信 し た 。 実 際 に 取 組 に 参 加 し た 給 食 委 員
以 外 の 生 徒 や 保 護 者 に も 伝 わ り や す い よ う 、 具
材 の 作 り 方 や 具 材 選 び の ポ イ ン ト 、 手 軽 さ や 栄
養 等 の 情 報 を 盛 り 込 ん だ 。 食 育 通 信 は 保 護 者 と
一 緒 に 読 む よ う 、 生 徒 に 促 し た 。  

 

◆ 継 続 的 な 働 き か け が 必 要
実 際 に 家 庭 で の 実 践 に つ な が る か ど う か に つ

い て は 不 透 明 な 部 分 も あ り 、 掲 示 物 や 食 育 通 信 等  
で 継 続 的 に 働 き か け て い く 必 要 が あ る と 感 じ て い る 。  

あ わ せ て 、 家 庭 科 の 時 間 等 を 活 用 し 、 実 践 に つ な が り や す い 朝 食 調 理 の 取
組 を 定 期 的 に 行 っ て い く 。 保 護 者 へ の 働 き か け は 効 果 が 見 え づ ら い こ と も あ
り 、 生 徒 自 身 に 対 し て 、 朝 食 へ の 意 識 を 高 め る ア プ ロ ー チ を 続 け て い く 。  

 

関連のある取組 

◆ 学 校 外 の 関 係 者 に も 積 極 的 に ア プ ロ ー チ
「人と話す力」がなければやっていけないと感じる。学校内・学校外、さまざまな

人と連絡を取り合わなければならない。講演会（下コラム参照）等の講師を探すにあ
たっては、給食関係者や栄養教諭、栄養士の人脈やＳＮＳを駆使し、中学校での講演
を依頼した。 

取組における栄養教諭の工夫 

近隣の和倉温泉にある旅館の元料理長である和食料理人を招いて講演会を開催。生徒たちから

は多くの質問が出た（和食のよさとは何か、どうしたら嫌いなものが食べられるようになるか、

どうして料理人になったのか、等）。約半年後に再び同じ講師を招き、和食の日（11 月 24

日）に合わせて給食を和の器に盛り付ける等の取組を行った。生徒は前回の講演会の内容を覚え

ており、食に対する理解が進んでいることを感じた。 

朝食を食べて
来ない生徒の
実態把握 

負担の小さい朝
食作りの提案と
実践 

家庭での実践
と習慣化 

自己管理能力
の育成 

◆今後の課題への認識

（ 図 表 ） 玄 関 に 設 置 し た 掲 示 物

◆取組の流れ

朝食摂取に関する取組事例の紹介 

◆ 温 泉 宿 の 和 食 料 理 人 を 招 い て 和 食 に 親 し む （ 下 コ ラ ム 参 照 ）

温泉宿の和食料理人を招いて和食に親しむ 
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長野県須坂市立東中学校 

「生活ノート」や専門家の講演会で朝食の大切さを再認識
生徒の自己管理能力を育成することが目標の柱。

朝食摂取率は高いが、自身で健康管理をし、生活習

慣を整えることで体力や学力の向上につなげること

が狙い。毎日の朝食摂取や起床時刻・睡眠時間を

「生活ノート」に記録して振り返りつつ、専門家の

講演会等を通じて朝食の大切さを認識。その結果、

朝食摂取率は取組前より一段と上昇した。 

を 「 生 活 ノ ー ト 」 に 記 入 す る 。 今 年 度 か ら 東 中 学 校 で は 、
「 生 活 ノ ー ト 」 に 起 床 時 刻 と 睡 眠 時 間 、 朝 食 摂 取 の 有 無
「 食 べ た 」 「 食 べ な か っ た 」 を 記 入 す る 欄 を 追 加 し た 。  
自 分 の 生 活 習 慣 を 記 入 す る こ と で 、 自 己 管 理 を 進 め 、 意

思 決 定 後 の 継 続 状 況 を 確 認 す る 上 で の 自 己 評 価 の 指 標 の

一 つ に な っ た 。

School Data 
生徒数：154 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 31 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆毎日の生活習慣を記録

【取組での工夫】学 級 担 任 は 毎 日 「 生 活 ノ ー ト 」 に 目 を 通 し て お り 、 生 徒 の

生 活 習 慣 を 把 握 で き る 。 睡 眠 時 間 や 朝 食 に 関 し て 生 徒 の 記 述 か ら 家 庭 で の

様 子 を 把 握 し 声 か け 等 の 材 料 に す る こ と が で き た 。  

（ 図 表 ） 朝 食 を 毎 日 食 べ る 生 徒 の 割 合

の 変 化

（ 図 表 ） 「 生 活 ノ ー ト 」

３ 世 代 同 居 の 割 合 が 高 い こ と も あ り 、 朝 食 を し っ か り 食 べ て い る 生 徒 は
比 較 的 多 い も の の 、 朝 食 や 起 床 時 刻 ・ 睡 眠 時 間 も 含 め た 望 ま し い 生 活 習
慣 を 形 成 し て い く 必 要 が あ る 。  

自 己 管 理 能 力 を 育 成 す る 。  

朝 食 を 毎 日 食 べ る 生 徒 の 割 合  

取 組 後 の ア ン ケ ー ト で は 、 朝 食 を 毎 日 食
べ る 生 徒 の 割 合 が 増 加 。 生 徒 の 感 想 で も 、
「 朝 食 の 重 要 性 を 認 識 し た 」 と い う 声 が
あ っ た 。  

◆ 「 生 活 ノ ー ト 」 に 起 床 時 刻 ・ 睡 眠 時 間 ・ 朝 食 摂 取 の 有 無 を 記 録
長 野 県 の 中 学 校 で は 、 生 徒 が 毎 日 の 授 業 の 記 録 と 日 記

朝食摂取に関する取組事例の紹介 
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◆ 頼 ら れ る 栄 養 教 諭 に
年 度 当 初 の 校 内 の 教 職 員 研 修 で 、 栄 養 教 諭 が 市 の 食 育 計 画 や 学 校 の 食 に

関 す る 指 導 の 全 体 計 画 、 教 科 等 横 断 的 な 指 導 案 等 に つ い て 説 明 し た こ と
で 、 学 校 全 体 で 共 通 の 目 標 に 向 か い 取 り 組 ん で い く と い う 共 通 理 解 が 図 ら
れ 、 教 職 員 が連携し 各 事 業 を 実 施 す る ことがで きた。  

て 招 き 、 食 育 講 演 会 を 実 施 。 東 中 学 校 の 全 校 生 徒 と
保 護 者 の ほ か 、 市 内 の 中 学 校 ３ 年 生 も 参 加 し た 。  

朝 食 の 大 切 さ 、 睡 眠 時 間 の 重 要 性 、 読 書 や Ｓ Ｎ Ｓ
等 の 内 容 に 、 改 め て 自 己 課 題 を 考 え る 機 会 と な っ た 。 

生 徒 か ら は 、 「 大 会 で 自 分 の 力 を 発 揮 す る に は 食
事 が 大 切 だ と 感 じ た 」 「 朝 食 の お か ず や 量 を 少 し ず

つ 増 や し て い こ う と 思 っ た 」 「 こ れ か ら は １ 日 元 気 に 過 ご す た め に 、 朝 ご 飯
を し っ か り 食 べ よ う と 思 っ た 」 と い う 感 想 が 聞 か れ た 。  

 

 

自分の生活習
慣の記録によ
る振り返り 

講演会等での
動機付け

意識の変化と
記録の継続に
よる行動の変
化 

自己管理能力
の育成 

関連のある取組 

◆取組の流れ

取組における栄養教諭の工夫 

また、生徒一人ひとりが活動量計を用いて休日も含め一週間測定を行った。長野県立大学が

生徒一人ひとりのデータを分析し、アドバイスも付けて生徒にフィードバックした。体重が軽

くても筋肉量が少ないと軽度肥満と判定される場合もある等、自分の体をより詳しく知ること

ができた。また、栄養教諭は学級担任と相談し、さらに一週間分の食事の記録をとり、データ

との関連性を考えられるようにした後、特別活動「You are what you eat!（あなたはあなたの食

べたものでできている）」の授業に活用。中学校生活のまとめとして、自分の体を知りながら、理

想的な食習慣や食事の重要性を理解するための授業に有効だった。 

◆専門家を招いた講演会で生徒の意識が向上

（ 図 表 ） 身 体 計 測 の 様 子

（ 図 表 ） 講 演 会 の 様 子  

朝食摂取に関する取組事例の紹介 

◆
◆
◆

身 体 計 測 ・ 活 動 量 計 に よ り 自 身 の デ ー タ を 見 え る 化 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）
栄 養 教 諭 に よ る 食 育 の 学 年 集 会
命 の 大 切 さ を 理 科 ・ 道 徳 の 観 点 か ら 学 ぶ カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト

近隣の大学と連携したデータ分析 

生徒は、長野県立大学健康発達学部食健康学科の稲山貴代教

授から計測の目的を聞き、自分の体を知るための身体計測を実

施した。対象は中学３年生。 

最新の測定機器（インピーダンス測定器と骨密度計）を大学

から借りて、身長、体重、体脂肪量、筋肉量、タンパク量、ミ

ネラル量、体水分量、骨密度の計８項目を測定した。

◆ 専 門 家 に よ る 生 活 習 慣 に 関 す る 講 話
東 北 大 学 加 齢 医 学 研 究 所 所 長 の 川 島 教 授 を 講 師 と し
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山口県宇部市立琴芝小学校 

小学校からの「へら塩」実践で将来の健康習慣を育成 
市を挙げて「へら塩」（減塩）に取り組んでいる宇

部市。同校では、濃い味付けの料理に慣れ、塩分の

多い料理を控えるように心がけている児童は 72.7％

という実態があった。将来にわたる減塩の習慣を定

着させることを目的に、児童・保護者向けに塩分の

「見える化」やだしの利用による減塩の工夫を実践。

減塩を意識する児童の割合が増加した。 

日 ご ろ 食 べ て い る カ ッ プ ラ ー メ ン 等 に は 、 多 く の 塩 分 が 含 ま れ て い る こ と を
紹 介 し た 。  

◆ だ し を し っ か り と り 、 加 え る 塩 の 量 を 減 ら す
５ 年 生 で は 家 庭 科 の 時 間 に 白 飯 と 味 噌 汁 を 作 る 調 理

実 習 を 行 っ た 。 味 噌 汁 を 作 る 際 に は 煮 干 し を 使 い 、 だ
し を と る 練 習 を し た 。 児 童 は 、 だ し を し っ か り と る こ
と で 塩 を 多 く 入 れ る 必 要 が な く な り 、 減 塩 に つ な が る
こ と を 理 解 し た 。  

School Data 
児童数：288 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 23 年 

 

（ 図 表 ） 鰹 節 を 削 っ て い る 様 子

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆授業の中で減塩の意義を知り、実践する

（ 図 表 ） 塩 分 の 多 い 料 理 を 控 え る よ う

に 心 が け て い る 児 童 の 割 合 の

変 化

濃 い 味 付 け の 料 理 や 市 販 の 食 品 に 慣 れ て お り 、 給 食 に 出 る 薄 味 の 料 理 を
敬 遠 す る 傾 向 。 塩 分 の 多 い 料 理 を 控 え る よ う に 心 が け て い る 児 童 の 割 合
が 72.7％ である。 

宇 部 市 全 体 で 取 り 組 ん で い る 「 へ ら 塩 」 （ 減 塩 ） の 取 組 を 展 開 し 、 小 学
生 の 時 期 か ら 減 塩 の 習 慣 を 身 に 付 け る 。  

塩 分 の 多 い 料 理 を 控 え る よ う に 心 が け て い る 児 童 の 割 合

食 べ 残 し 減 少 、 野 菜 嫌 い 改 善 等 、 給 食
の 様 子 に 変 化 が み ら れ た 。 塩 分 の 少 な
い 味 付 け に 慣 れ て き て い る 印 象 。 塩 分
の 多 い 料 理 を 控 え る よ う に 心 が け て い
る 児 童 の 割 合 が 増 え た 。  

栄養バランスを考えた食事に関する取組事例の紹介 

◆ 身 近 な 食 品 の 塩 分 量 を 「 見 え る 化 」
６ 年 生 の 生 活 習 慣 病 の 予 防 に 関 す る 授 業 で 、 減 塩 の 必 要 性 に つ い て 説 明 。
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◆ 保 護 者 と と も に 、 普 段 の 家 庭 料 理 の 塩 分 を 測 定
１ 年 生 の 保 護 者 を 対 象 に 、 給 食 試 食 会 と 塩 分 測 定 を

行 っ た 。 給 食 試 食 会 は 毎 年 行 っ て い る が 、 塩 分 測 定 は
初 め て の 試 み 。  

普 段 、 家 庭 で 飲 ん で い る 汁 物 を 持 参 し て も ら い 、 塩
分 測 定 器 を 用 い て 塩 分 濃 度 を 測 っ た 。 そ の 後 、 給 食 を
試 食 し 、 薄 味 の よ さ を 実 感 し て も ら っ た 。  

 

 
 

 
 

ことも。 

「ちょこっと食育」の資料は同校のウェブサイトで見ることができる。 

（http://www3.ube-ygc.ed.jp/kse/cat1146/index.html） 

塩分摂取の実
態に気付かせる 

食材選びやだし
の工夫による実
践 

保護者の減塩
意識の向上 

家庭での減塩
意識の定着 

自己管理能力
の育成 

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 給 食 の 時 間 は 毎 日 、 全 ク ラ ス を 巡 回
学 校 内 で は 学 級 担 任 を は じ め と す る 連 携 が 不 可 欠 。 栄 養 教 諭 は 給 食 の 時

間 、 毎 日 全 ク ラ ス を 巡 回 し て お り 、 学 級 担 任 と 話 し や す い よ う に 工 夫 し て
い る ほ か 、 児 童 と も 接 す る 機 会 を 作 っ て い る 。  

取組における栄養教諭の工夫 

（ 図 表 ） 塩 分 測 定 の 様 子

（ 図 表 ） 「 ち ょ こ っ と 食 育 」 の 資 料

栄養バランスを考えた食事に関する取組事例の紹介 

日々の給食の時間に「ちょこっと食育」 

栄養教諭が毎日の給食について資料を作り、学級担任が読

んだり児童に読ませたりする「ちょこっと食育」の取組を行 

っている。 

すべてのクラスで学級担任が取り組んでおり、給食を通じ

た食育の重要性についての共通認識ができている。 

産地や食べ物の由来、栄養についての話が多く、児童にも

知識が定着している様子。給食時、児童から産地を聞かれる

◆保護者にも減塩の意識を根付かせる

◆
◆
◆
◆

学 級 担 任 と 連 携 し た 、 日 々 の 「 ち ょ こ っ と 食 育 」 の 実 践 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）
ペ ッ ト ボ ト ル で 稲 を 育 て る 体 験
宇 部 市 の フ レ ン チ レ ス ト ラ ン の シ ェ フ を 招 い た 「 味 覚 教 室 」
地 域 の 特 産 物 ・ 西 岐 波 み か ん の 生 産 者 を 招 い た 講 話
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石川県七尾市立七尾東部中学校 

エビデンスに基づいた指導でカルシウム摂取量を改善
カルシウム摂取量が推奨量を大きく下回っていると

いう課題から、成長期に必要なカルシウムを意識す

る生徒を増やすことを目的として、カルシウム自己

チェック表を用いて数値化し、生徒及び家庭で把握

しやすいように工夫した。その結果、家庭でもカル

シウム摂取を意識するようになり、取組前に比べて

生徒のカルシウム摂取量が増加した。

の 集 計 結 果 よ り ）  

カ ル シ ウ ム 自 己 チ ェ ッ ク 表 に よ る カ ル シ ウ ム 推 定 摂 取 量

を 全 校 生 徒 を 対 象 に 実 施 し 、 実 態 把 握 を 行 っ た 。  
自 己 チ ェ ッ ク 表 は ５ 分 ほ ど で 記 入 で き 、 具 体 的 な 食 品

名 と 食 べ る 頻 度 か ら 得 点 を 計 算 で き る 。 こ う し て 数 値 化
す る こ と で 、 生 徒 は 「 次 は 少 し で も 得 点 を 上 げ よ う 」 と
い う 意 識 が 高 ま っ た 。  

※ 出 典 ：簡 便 な「カルシウム自 己 チェック表 」の開 発 とその信 頼 度 の確 定

石 井 光 一 /上 西 一 弘 /石 田 裕 美 /他  Os t eopo r os i s  Jp n/  13-2/497-502(2005 .05 )

School Data 
生徒数：427 人 

学校給食：単独調理方式 

栄養教諭配置：平成 28 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

 

成果につながった取組 

◆実態を数値として把握

（ 図 表 ） カ ル シ ウ ム 自 己 チ ェ ッ ク 表 ※

（ 図 表 ） 生 徒 の カ ル シ ウ ム 推 定 摂 取 量  

（ 中 央 値 ） の 変 化

（ 図 表 ） 生 徒 の カ ル シ ウ ム 推 定 摂 取 量 の  

推 奨 量 と の 比 較

カ ル シ ウ ム の 推 定 摂 取 量 の 中 央 値 は 推 奨 量
を 大 き く 下 回 っ て い る 。
（ 「 簡 易 カ ル シ ウ ム 自 己 チ ェ ッ ク 表 ※ 」 全 校 生 徒

成 長 期 に 必 要 な カ ル シ ウ ム 等 不 足 し が ち な 栄 養 素 を 意 識 し て と る こ と の
で き る 生 徒 を 増 や す 。  

エ ビ デ ン ス を 目 の 当 た り に し た 生 徒 は 、
栄 養 バ ラ ン ス へ の 意 識 を 向 上 。 カ ル シ ウ
ム 自 己 チ ェ ッ ク 表 の 内 容 を 比 較 し た と こ
ろ 、 有 意 に 増 加 し た 。

栄養バランスを考えた食事に関する取組事例の紹介 

◆ カ ル シ ウ ム 自 己 チ ェ ッ ク 表 で の 実 態 把 握
６ 月 と 11 月 に 、 カ ル シ ウ ム 自 己 チ ェ ッ ク 表 ※ の 記 入
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◆ 骨 密 度 測 定 で 自 分 の 体 を 客 観 視
中 学 ３ 年 生 （ 希 望 者 ） を 対 象 に 、 骨 密 度 測 定 を 実 施 し た 。

自 分 の 骨 密 度 が 数 値 化 さ れ 、 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た 評 価 も
添 え ら れ 、 同 世 代 の 骨 密 度 と 比 べ て ど の 程 度 高 い の か 、 低
い の か が 個 別 に 分 か る た め 、 生 徒 へ の イ ン パ ク ト は 大 き か
っ た よ う だ 。 関 連 し て 、 骨 の 構 成 成 分 と な る カ ル シ ウ ム を
と る こ と の 重 要 性 を 伝 え た 。  

 

者 に 手 渡 し 。 家 庭 で も カ ル シ ウ ム 摂 取 に 取 り 組 む よ う 啓 発 し た 。  

 

 

 給食で嫌いな食材を残す生徒が多く、残量調査に取り組んだ。
残量調査はコンテスト形式とし、前期（６月）・後期（11 月）
に１回ずつ、各一週間の期間を決めて、一人ひとりが「牛乳をす
べて飲みきったら３点」等の形で自己申告する。不足しがちな栄
養素が含まれる主菜・副菜や牛乳の配点が高い。ごはん・パン
（主食）は食前に食べる量を調整したり、体調不良等事情がある
場合は除外したりする等、配慮した。 

クラスの平均点で優勝が決まり、優勝すると給食のメニューをリクエストすることができ
る。給食をほとんど食べる生徒の割合は、前期の 65％から後期には 82％まで増加。コンテス
トの一週間、クラス全員が食べ残しゼロを達成したクラスもあった。コンテスト期間後も、配
膳された量を食べきる意識が定着した。

自分のカルシ
ウム摂取量を
客観的なデー
タで振り返る

カルシウム摂
取の重要性に
関する、生徒
の意識変化

自己チェック
表で生徒の実
態を保護者が
把握 

家庭でのカル
シウム摂取量
の増加

自己管理能力
の育成 

関連のある取組 

◆実態について家庭と共有
（ 図 表 ） 骨 密 度 測 定 に  

関 す る 食 育 だ よ り

◆取組の流れ

◆ 生 徒 ・ 保 護 者 に 食 の 大 切 さ を 理 解 し て も ら う

全 教 職 員 で 食 育 の 重 要 性 の 共 通 理 解 を図 る 。 特 に 、 家 庭 科 、 保 健 体 育 科
教 員 や 生 徒 会 の 委 員 会 と 連 携 、 調 整 を 丁 寧 に 行 う 。  

生 徒 ・ 保 護 者 向 け に 、 給 食 だ よ り で 献立 内 容 や そ の 栄 養 等 を わ か り や す
く 説 明 し た り 、 学 校 で の 食 育 の 取 組 を 紹 介 し た り す る 。  

取組における栄養教諭の工夫 

（ 図 表 ） ク ラ ス 対 抗 残 量 調 査 の  

用 紙

◆
◆

コ ン テ ス ト 形 式 で の 給 食 残 量 調 査 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）
独 自 の ア ン ケ ー ト で 、 朝 食 の 品 数 、 給 食 の 満 足 感 、 就 寝 ・ 起 床 時 刻 の 把 握

栄養バランスを考えた食事に関する取組事例の紹介 

 嫌いな給食の食べ残しを減らすクラス対抗コンテスト 

◆ 家 庭 へ の 確 実 な 声 か け
回 答 用 紙 は 集 計 後 、 通 知 表 と 同 時 に 学 級 担 任 か ら 保 護
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北海道帯広市立栄小学校 

入学直後の取組で、食事マナー指導をスムーズに
偏食傾向、食事マナー等の課題がみられ、１年生

からの意識付けが必要だと感じている。１年生の給

食開始日当日に食事マナーに関する授業を行ったほ

か、学級担任が日々、給食の時間に食事マナーの指

導を実践。栄養教諭は調理員の思いを伝える等、食

事マナーの背景についても伝えた。取組後には、食

事マナーに気を付けている児童の割合が増加した。 

◆ １ 年 生 を 対 象 と し た 食 事 マ ナ ー の 授 業
１ 年 生 を 対 象 に 、 ４ 月 中 旬 の 給 食 開 始 日 当 日 、

給 食 前 の 授 業 時 間 に 給 食 時 間 の 流 れ や 食 事 マ ナ ー
等 に 関 す る 授 業 を 行 っ た 。  

最 初 に 全 体 と し て 意 識 付 け を す る こ と が 、 後 に
重 要 に な る と 感 じ た た め 、 給 食 前 に 行 っ た 。 こ れ
は 学 級 担 任 と し て も 、 食 事 マ ナ ー に 関 す る こ と を
確 認 す る よ い 機 会 と な っ た 。  

  

School Data 
児童数：433 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 26 年 

成果につながった取組 

◆入学直後に食事マナーの意識を高める

【取組での工夫】完 璧 な 食 事 マ ナ ー を 目 指 す こ と は 困 難 だ が 、 児 童 が 将

来 、 食 事 の 際 に 困 ら な い よ う に す る と い う 観 点 で 指 導 を し て い る 。  

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

（ 図 表 ） 食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る

児 童 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） １ 年 生 給 食 指 導 の 様 子

偏 食 傾 向 、 箸 の 使 い 方 や 衛 生 的 な 行 動 等 食 事 マ ナ ー 等 の 課 題 が み ら れ る 。

１ 年 生 か ら の 意 識 付 け が 必 要 だ と 感 じ て い る 。  

食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る 児 童 の 割 合 を 増 や す 。  

１ 年 生 の 給 食 開 始 時 の ア プ ロ ー チ 、 ま た

日 々 の 学 級 担 任 の 指 導 も あ り 、 食 事 マ ナ 

ー に 関 す る 意 識 や 行 動 を 改 善 し た 。 取 組

後 の ア ン ケ ー ト で は 、 食 事 マ ナ ー に 気 を

付 け て い る 児 童 の 割 合 が 増 加 し た 。  

食事マナーに関する取組事例の紹介 

食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る ・ ど ち ら か と い え ば 気 を 付 け て い る 児 童 の

割 合  
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指 導 し て い る 。 特 に 、 低 学 年 で は 箸 の 使 い 方 や 衛 生 的 な 行 動 か ら 始 め て 、 そ
れ 以 外 の 食 事 マ ナ ー に つ い て も 指 導 し て い る 。  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 調 理 員 の 思 い を 児 童 に 伝 え る
栄 養 教 諭 は 給 食 セ ン タ ー と 学 校 を 兼 務 し て い る た め 、 セ ン タ ー の 様 子

が 分 か る が 、 児 童 は セ ン タ ー の 様 子 を 知 る 機 会 は 少 な い 。 食 事 マ ナ ー の
必 要 性 を 訴 え る だ け で な く 調 理 員 の 給 食 に 込 め た 思 い や 苦 労 を 伝 え た 。  

ま た 、 栄 養 教 諭 の 専 門 性 を 活 か し て 、 学 級 担 任 に 毎 週 の 給 食 に 関 す る
指 導 資 料 で あ る 献 立 だ よ り 「 い た だ き ま す ！ 」 を 配 布 す る と い っ た 情 報
提 供 を 行 っ た 。

取組における栄養教諭の工夫 

地域の豊かな地場産物と給食に込められた思いを知る 

北海道の十勝・帯広は地場産物が多く、恵まれた土地。

しかし、児童はどのような地場産物があるかを十分に理解

しているとはいえず、そのような地域に住んでいるという

ことや地場産物のすばらしさ、そこに込められた思いを児

童に伝えたいと感じた。 

４年生を対象とした取組では、地域の大豆生産者から話

を聞く機会や手紙を紹介する機会を設けた。地場産物につ

いて学んだ後、給食には地場産物が多く使われているこ

と、生産者の思いを知った。さらに、家族や周囲の人に特

に伝えたいことをまとめた。 

こうした取組を通じて、児童は地場産物にはどのようなものがあるのかを理解するととも

に、それを家庭や周囲へと発信すること、又は自らの生活に取り入れるにはどのようにしたら

よいのか考えるようになった。 

食事マナーに
関する実態・
課題の把握 

１年生の給食
開始時の指導

担任による
日々の指導 

食事マナーに
関する行動の
変容・定着 

自己管理能力
の育成 

◆学級担任による日々の食事マナー指導

（ 図 表 ） 大 豆 生 産 者 か ら 話 を

聞 く 授 業 の 様 子

◆ 箸 の 使 い 方 や 衛 生 的 な 行 動 か ら 始 め る
学 級 担 任 も 児 童 の 食 事 マ ナ ー に つ い て 気 に し て お り 、 日 々 の 給 食 の と き に

食事マナーに関する取組事例の紹介 

◆ 地 域 の 生 産 者 と 連 携 し た 、 地 場 産 物 を 知 る た め の 取 組 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）
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山形県山形市立桜田小学校 

ランチョンマットで正しい配膳の位置を覚える
食事マナーについて知ってはいるが、なかなか実践

できていないという課題から、地域のＪＡから提供

されたランチョンマットを使って日々、配膳の位置

をチェック。家でも使用して定着を図るとともに、

主食やおかずの品数は十分かを確認した。日々の担

任の指導もあり、食事マナーについて気を付けてい

る児童の割合が増加した。 

取 組 後 の ア ン ケ ー ト で は 、 食 事 マ ナ ー
に 気 を 付 け て い る 児 童 の 割 合 が 増 加 し た 。

物 の 配 置 が イ ラ ス ト で 描 い て あ る ラ ン チ ョ ン マ ッ ト
を 、 給 食 の 時 間 や 家 庭 で 使 用 し た 。  

家 庭 で の 食 事 に お い て は 、 ラ ン チ ョ ン マ ッ ト の イ
ラ ス ト ど お り に 食 器 を 配 置 す る こ と で 、 主 食 ・ 主
菜 ・ 副 菜 ・ 汁 物 の う ち 足 り な い も の が な い か 確 認 す
る こ と が で き る 。 児 童 か ら 家 庭 へ 、 栄 養 バ ラ ン ス の
と れ た 食 事 に 対 す る 意 識 付 け が で き た 。

School Data 
児童数：460 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 28 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆日々の正しい配膳を習慣化

（ 図 表 ） 食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る

児 童 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） ラ ン チ ョ ン マ ッ ト

食 事 マ ナ ー の 知 識 は あ る も の の 、 給 食 の 様 子 を 見 る と 、 な か な か 定 着 し
て い な い と 感 じ る 。  

食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る 児 童 の 割 合 を 増 や す 。  

食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る ・ ど ち ら か と い え ば 気 を 付 け て い る 児 童 の
割 合  

取 組 を 通 じ て 、 正 し く 食 器 を 置 く こ と
が で き る 児 童 が 増 加 。 自 分 以 外 の 児 童
の 配 膳 を す る 際 も 、 自 然 に 気 を 配 る こ
と が で き て い る 。 食 だ け で な く 、 相 手
へ の 思 い や り 、 真 心 に つ な が っ て い る
よ う だ 。  

◆ ラ ン チ ョ ン マ ッ ト を 使 用 し た 配 膳
地 域 の Ｊ Ａ か ら 提 供 さ れ た 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 ・ 汁

食事マナーに関する取組事例の紹介 
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◆ 「 食 べ 方 名 人 に な ろ う 」
食 事 マ ナ ー に 関 し て 、 自 己 評 価 で で き て い る 食 事 マ ナ ー に

丸 を 付 け る 「 食 べ 方 名 人 に な ろ う 」 と い う 独 自 ア ン ケ ー ト を
毎 年 行 っ て い る 。  

 
 

 

 

 

 

関連のある取組 

◆アンケート形式での振り返り

◆取組の流れ

◆ 児 童 の 悩 み に は 、 担 任 と 連 携 し て サ ポ ー ト
栄 養 教 諭 が 核 と な り 、 ほ か の 先 生 と の 協 力 体 制 を 築 く こ と が 重 要 。 職

員 室 で の 教 諭 同 士 の 会 話 を 聞 き 、 必 要 に 応 じ て 会 話 に 参 加 す る 。  
給 食 の 時 間 に 各 ク ラ ス を 回 り 、 ほ ぼ す べ て の 児 童 を 把 握 し て い る こ と

が 栄 養 教 諭 な ら で は の 役 割 。 児 童 の 悩 み を 聞 く 場 面 が あ れ ば 担 任 に す ぐ
報 告 し サ ポ ー ト す る 。 そ こ に は 児 童 を 見 守 る と い う 共 通 の 役 割 が あ る 。

取組における栄養教諭の工夫 

【取組での工夫】日 々 の 給 食 の 時 間 に は 、 学 級 担 任 が
食 事 マ ナ ー へ の 指 導 を 行 っ て お り 、 独 自 ア ン ケ ー ト
で そ の 成 果 を 確 認 で き る よ う に し て い る 。  

食事マナーに
関する実態・
課題の把握 

ランチョンマ
ットによる
日々の取組

独自アンケー
トでの定期的
な振り返り

食事マナーに
関する行動の
変容・定着 

自己管理能力
の育成 

寝る時間が遅く、主食・主菜・副菜・汁物がそろった朝食を食べられない児童がい

る。今年度から、親子で早起きしてお弁当を作る「さくらの日」を年４回実施。毎回テ

ーマを設定し、親子で話し合いながら、楽しんで取り組めるようにした。保護者の協力

を得るため、ＰＴＡ会長に事前に相談しＰＴＡ総会で会長から保護者に呼びかけた。 
（図表）各回のテーマ 

１ 回  詰 め 方  ３ 回  な し  

２ 回  彩 り と 栄 養 バ ラ ン ス  ４ 回  年 齢 に 合 わ せ た 必 要 量  

回を重ねるたびに作る料理をレベルアップする家庭も。早起きが奏功して、朝食摂取

率の向上にもつながった。 

（ 図 表 ） 「 食 べ 方 名 人 に

な ろ う 」 の ア ン

ケ ー ト 票

食事マナーに関する取組事例の紹介 

◆
◆
◆

親 子 で 早 起 き し て お 弁 当 を 作 る 「 さ く ら の 日 」 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）
農 家 と 一 緒 に 給 食 を 食 べ 、 苦 労 話 や 給 食 へ の 思 い を 聞 く 地 産 地 消 給 食
Ｐ Ｔ Ａ 主 催 の 食 を テ ー マ と し た 学 年 親 子 行 事

 親子で早起きしてお弁当作り、朝食摂取率も改善 
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三重県立聾学校 

地域を巻き込んだ取組で食事マナーを向上 
聴覚に障がいのある、幼稚部から高等部・高等部専

攻科までの幼児・児童・生徒が通う学校。食事のマ

ナーが身に付いていない児童・生徒が多く、教職員

も気にしていた。栄養教諭を中心として、地域を巻

き込んだ食事マナーの取組を実施。食事マナーに気

を付けている児童・生徒の割合が改善した。

マ ナ ー に 気 を 付 け て い る 児 童 ・ 生 徒 の
割 合 が 増 加 し た 。

◆ 手 話 漫 才 コ ン ビ を 招 い た 食 事 マ ナ ー 講 座
全 校 の 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 を 対 象 に 、 食 事 マ ナ ー を 楽

し く わ か り や す く 伝 え て も ら う た め 、 10 月 に 手 話 漫 才
コ ン ビ を 招 い た 。 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 は 、 終 わ っ て か ら
サ イ ン や 写 真 を せ が む 等 、 憧 れ を 抱 い た 様 子 で あ っ た 。

 

 

School Data 
幼児・児童・生徒数：81 人 

学校給食：単独調理方式 

栄養教諭配置：平成 21 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

【取組での工夫】“ 憧 れ の 人 ” か ら 食 事 マ ナ ー に つ
い て 話 を さ れ 、 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 は 素 直 に ア ド バ イ
ス を 受 け 止 め て い た 。

（ 図 表 ） 食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る

児 童 ・ 生 徒 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 漫 才 を 見 る 幼 児 ・  

児 童 ・ 生 徒 の 様 子

給 食 で 食 器 を 持 た な い 、 肘 を つ い て 食 べ る 等 食 事 マ ナ ー が 身 に 付 い て い
な い 児 童 ・ 生 徒 が 多 い 。 家 庭 に お い て も 、 指 導 が さ れ て い な い 、 好 き 嫌
い が 容 認 さ れ て し ま う な ど の 課 題 が あ る と 考 え ら れ る 。  

食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る 児 童 ・ 生 徒 の 割 合 を 増 や す 。  

食 事 マ ナ ー に 気 を 付 け て い る ・ ど ち ら か と い え ば 気 を 付 け て い る 児 童 ・
生 徒 の 割 合  

食 事 マ ナ ー の 理 解 が 進 ん だ だ け で な く 、 行 動 と し て も 少 し ず つ 変 化 が 表
れ て い る 。 中 学 部 で は 、 給 食 の 配 膳 を き ち ん と 整 え る よ う に な り 、 配 置
が 間 違 っ て い た ら 直 す と い っ た 行 動 も
見 ら れ る よ う に な っ た 。  
実 際 に 取 組 後 の ア ン ケ ー ト で は 、 食 事

食事マナーに関する取組事例の紹介 

◆学校内外の連携で食事マナーを改善
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◆ 栄 養 教 諭 と 学 級 担 任 と の 連 携
小 学 部 ２ 年 生 を 対 象 に 「 お は し 名 人 に な ろ う 」 と い う テ ー マ で 食 事 マ ナ ー

の 授 業 を 行 っ た 。 栄 養 教 諭 の 専 門 知 識 を 、 手 話 に 慣 れ た 学 級 担 任 が 分 か り や
す く 伝 え る こ と で 、 児 童 の 理 解 を 促 し た 。  

。 
 

 

給 食 試 食 会 や 親 子 料 理 教 室 に 参 加 し た 保 護 者 に つ い て は 、 本 校 が 食 育 に 力
を 入 れ て い る こ と が 伝 わ っ た 。 ま た 、 給 食 試 食 会 等 に 地 域 の 関 係 者 を 学 校 に
招 い た こ と に よ り 、 食 育 の 取 組 が 地 域 に 周 知 さ れ た 。  

 
 
 

食事マナーに
関する実態・
課題の把握 

児童・生徒が
関心を持つ取
組の実施

保護者・地域
の理解の促進 

食事マナーに
関する行動の
変容・定着 

自己管理能力
の育成 

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 児 童 ・ 生 徒 の ニ ー ズ の 把 握 を 重 視

学 級 担 任 は 個 々 の 児 童 ・ 生 徒 の 状 況 を よ く 把 握 し て い る が 、 栄 養 教 諭 も
同 じ よ う に 把 握 し 、 児 童 ・ 生 徒 の ニ ー ズ に 合 っ た 取 組 や 支 援 を 行 っ て い か
な け れ ば な ら な い と 考 え て い る 。  

取組における栄養教諭の工夫 

（ 図 表 ） 「 つ つ み ん 」 に よ る

給 食 指 導 の 様 子

食事マナーに関する取組事例の紹介 

◆

◆
◆

◆

ご 当 地 グ ル メ 「 津 ぎ ょ う ざ 」 の キ ャ ラ ク タ ー 、
「 つ つ み ん 」 を 招 い た 給 食 指 導
津 市 の パ テ ィ シ エ を 招 い た 親 子 料 理 教 室 の 開 催
松 阪 食 肉 衛 生 検 査 所 の 獣 医 師 に よ る 、 「 牛 が お 肉
と し て 食 卓 に 上 る ま で 」 に つ い て の 出 前 授 業

保護者や地域の変化
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静岡県裾野市立東小学校 

茶の産地なのに「ペットボトルで飲む」現状を改革
学校周辺に大きな茶畑がなく、児童にとってお茶は

「ペットボトルで飲むもの」。地域を知って静岡茶

に親しみ、お茶を毎日飲む習慣を身に付けるため、

児童だけでなく保護者も対象としてさまざまな体験

活動を実施した。取組を通じて、お茶を生産してい

ることを知っている児童の割合が向上、お茶を飲む

習慣も広がりつつある。 

関 す る 体 験 を 多 く 行 っ た 。 10 月 に は 男 女 と も 茶 摘 み
娘 の 恰 好 を し て 秋 冬 番 茶 の 茶 摘 み を 体 験 し た 。  

School Data 
児童数：625 人 

学校給食：単独調理方式 

栄養教諭配置：平成 22 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆静岡茶に関するさまざまな取組を体験

（ 図 表 ） 裾 野 市 で お 茶 を 生 産 し て い る こ と

を 知 っ て い る 児 童 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 家 で 緑 茶 を 毎 日 飲 む 児 童 の 割

合 の 変 化

（ 図 表 ） 茶 摘 み 体 験 の 様 子

茶 の 産 地 と し て 知 ら れ る 静 岡 県 だ が 、 東 小 学 校 が 位 置 す る 裾 野 市 で は 大
き な 茶 畑 は 少 な く 、 児 童 に と っ て 静 岡 茶 は 身 近 な 存 在 で は な い 。 急 須 が
あ る 家 庭 は 半 数 程 度 。 茶 は ぺ ッ ト ボ ト ル で 飲 む こ と が 多 く 、 家 で 茶 を 淹
れ る 機 会 は 少 な い 。  

小 学 校 に お い て 静 岡 茶 を 飲 む 機 会 や 学 ぶ 機 会 を 提 供 す る こ と で 、 静 岡 茶
の 産 地 、 歴 史 及 び 文 化 等 に つ い て 理 解 を 深 め 、 毎 日 の 習 慣 と し て 静 岡 茶
を 飲 む 児 童 を 増 や す 。  

裾 野 市 で お 茶 を 生 産 し て い る こ と を 知 っ て い る 児 童 の 割 合  
家 で 緑 茶 を 毎 日 飲 む 児 童 の 割 合  

児 童 は 静 岡 茶 に 関 す る さ ま ざ ま な 体 験 を し 、 静 岡 茶 へ の 理 解 が 深 ま っ た 。
授 業 で 教 わ っ た お 茶 の 淹 れ 方 を 「 家 で も 行 っ た 」 「 家 で も 行 い た い 」 と
い う 感 想 が あ り 、 実 際 に 裾 野 市 で お 茶 を 生 産 し て い る こ と を 知 っ て い る
児 童 、 家 で 緑 茶 を 毎 日 飲 む 児 童 の 割 合 が 増 加 し た 。  

◆ 地 域 と 連 携 し 、 静 岡 茶 の 生 産 に つ い て 知 る
４ 年 生 は 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 活 用 し 、 静 岡 茶 に

地域との連携に関する取組事例の紹介 
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さ ら に 、 裾 野 市 手 も み 保 存 会 を 招 い て 手 も み 茶 体 験 を 行 っ た り 、 茶 道 教 室
を 実 施 し 抹 茶 を 飲 み 、 お 茶 菓 子 を 食 べ る 体 験 を し た り し た 。  

ま た ６ 年 生 は 、 日 本 茶 イ ン ス ト ラ ク タ ー を 招 い て 温 度 や 待 つ 時 間 等 の 詳 し
い 煎 茶 の 淹 れ 方 を 学 ん だ 。 キ ャ リ ア 教 育 と し て お 茶 に 関 連 し た 仕 事 に つ い て
も 話 を 聞 い た 。  

◆ Ｐ Ｔ Ａ が お 茶 講 座 を 実 施 、 児 童 の 授 業 へ の 参 加 も
Ｐ Ｔ Ａ の 組 織 の 一 つ で あ る 家 庭 教 育 学 級 で は 、 お 茶 講 座 を 今 年 度 ３ 回 実 施

し 、 各 回 20～ 30 名 の 保 護 者 が 参 加 し た 。 参 加 し た 保 護 者 の 一 部 に は 授 業 に
参 加 し て も ら い 、 家 庭 教 育 学 級 で 学 ん だ お 茶 の 淹 れ 方 を 児 童 に 教 え た 。  

回 講 座 の 内 容  講 師
１ 回 目 お 茶 の 淹 れ 方 地 域 の 製 茶 店
２ 回 目 お 茶 の 飲 み 比 べ 、 古 く な っ

た 茶 葉 の 活 用 法  
静 岡 市 の 茶 農 園

３ 回 目 茶 殻 を 使 っ た ふ り か け や 茶
飯 の 作 り 方  

地 域 の 製 茶 店

 

 

 

地域の特産に
関する認知度
の把握 

地域と連携し
た多方面の取
組

保護者の地域
への理解の推
進 

地域への理解
の向上と実践 

自己管理能力
の育成 

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 保 護 者 の 協 力 が 大 切 、 明 る く 元 気 に 依 頼 す る
栄 養 教 諭 が ス キ ル を 発 揮 す る に は 、 学 級 担 任 や 保 護 者 の 協 力 が 大 切 。 保

護 者 に は 、 明 る く 元 気 に 協 力 を 頼 む こ と を 意 識 し て い る 。  

取組における栄養教諭の工夫 

（ 図 表 ） 「 お 茶 講 座 」 の 各 回 の テ ー マ

◆

◆

全 学 年 の 児 童 を 対 象 に 、 静 岡 茶 の 粉 末 を 使 っ た お 茶 を 水 筒 で 持 参 さ せ 、
学 校 で 飲 む
お 茶 グ ラ タ ン 、 手 作 り ス イ ー ト 茶 ポ テ ト 等 静 岡 茶 を 使 っ た 給 食 の 提 供

地域との連携に関する取組事例の紹介 

◆地域の講師を招き、保護者も静岡茶について学ぶ
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北海道帯広市立大空中学校 

産地から食卓まで、給食のできる過程を学ぶ
地元（十勝・帯広）は、豊かな自然環境で豊富な食

材という恵まれた環境にあるが、何が生産されてい

るかを知らない生徒が約３割。地域の食への理解を

深める取組として、産地に近い地域ならではの収穫

体験や生産者等との交流を行った。食べ物や関わる

方々への感謝の気持ちが育まれ、地元で生産されて

いる食べ物への理解が深まった。 

◆ ２ 年 生 を 対 象 と し た 収 穫 体 験
Ｊ Ａ 青 年 部 の 生 産 者 と と も に 給 食 を と り 、 班 ご と に

「 生 産 の 苦 労 」 等 の 話 を し な が ら 交 流 を 行 っ た 。  
次 に 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に 、 長 い も の 収 穫 体 験 を

行 っ た 。 長 い も の 収 穫 は 、 予 め 重 機 で 掘 っ た 穴 に 入 る
独 特 の 方 法 で 行 う た め 、 生 徒 は 興 味 を 持 っ て 取 り 組 ん
で い た 。 収 穫 し た 長 い も は １ 人 １ 本 自 宅 用 に い た だ き 、
後 日 生 徒 か ら は 、 「 と ろ ろ や 焼 い て お い し く 食 べ た 」
と い う 声 が 聞 か れ た 。  

School Data 
生徒数：159 人 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置：平成 27 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆地域でとれる農産物や生産者を知る

（ 図 表 ） 収 穫 体 験 の 様 子

（ 図 表 ） 学 校 給 食 で 十 勝 や 帯 広 で 生 産 さ れ

た 食 材 を 使 用 し て い る こ と を 知 っ

て い る 生 徒 の 人 数 の 変 化

（ 図 表 ） 地 産 地 消 に つ い て 言 葉 も 意 味 も

知 っ て い る 生 徒 の 人 数 の 変 化

十 勝 ・ 帯 広 は 豊 か な 自 然 環 境 や 食 材 と い う 恵 ま れ た 環 境 に あ る が 、 そ の
こ と を 知 ら な い 生 徒 が 全 校 で 約 ３ 割 と 多 い 。 近 隣 に 農 地 が 広 が る が 、 営
農 家 庭 は な く 、 農 業 や 食 へ の 興 味 、 関 心 は 低 い 。  

地 域 の 生 産 者 、 加 工 業 者 、 給 食 調 理 員 等 と 連 携 し て 取 組 を 進 め 、 地 域 の
農 業 や 学 校 給 食 に つ い て 理 解 す る 。  

十 勝 や 帯 広 で 生 産 さ れ た 食 材 に つ い て の 理 解  
地 産 地 消 に つ い て の 理 解  

食 べ 物 や 、 関 わ る 方 々 へ の 感 謝 の 気 持 ち
が 育 ま れ 、 生 徒 か ら は 、 「 給 食 を 残 さ な
い で 食 べ た い 」 と い う 感 想 が 多 く 聞 か れ
た 。 出 来 上 が っ た 給 食 だ け で な く 生 産 ・
調 理 の 過 程 に も 目 を 向 け ら れ る よ う に な
り 、 地 元 で 生 産 さ れ て い る 食 べ 物 へ の 理
解 が 深 ま っ た 。  

地域との連携に関する取組事例の紹介 
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忙しい朝でも食べられる時短レシピを提案 

大空中学校の朝食摂取率は低くないものの、バランス

の偏りや孤食等の課題がみられる。２年生を対象に家庭

科の時間を利用し、実際に朝食のメニューを作る授業を

行った。 

メニューは、野菜もとれるスパニッシュオムレツと、

短時間で簡単に作れるスープとした。朝食については、

「自分で作れるようになる」というアプローチを次年度

以降も続ける方針。 

 

◆ 「 地 場 産 物 を 食 べ た い ！ 」 と 思 え る よ う な 新 聞 づ く り
給 食 交 流 、 収 穫 体 験 、 給 食 に 関 わ る 方 へ の 取 材

活 動 等 を 経 て 、 「 地 産 地 消 」 と 「 給 食 の で き る ま
で 」 の ２ つ の テ ー マ で 新 聞 づ く り を 行 っ た 。 取 材
は 、 生 産 者 、 加 工 業 者 、 学 校 給 食 調 理 員 を 対 象 に
行 い 、 給 食 が で き る ま で の 過 程 や 給 食 に 関 わ る
方 々 の 思 い を 、 班 ご と に 新 聞 と し て ま と め た 。  

 

い え い  

 

 
 
 
 

 

 

 

 

関連のある取組 

◆給食の関係者にインタビューして新聞を作成

◆取組の流れ

◆ 学 校 と 地 域 を つ な ぐ  コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て の 役 割
今 回 の 授 業 は 栄 養 教 諭 、 学 級 担 任 、 地 域 の 関 係 者 と 連 携 し て 行 っ た 。

特 に 地 域 の 関 係 者 と は 何 度 も 打 ち 合 わ せ を 重 ね 、 生 徒 と 関 係 者 が 直 接 交
流 す る 貴 重 な 機 会 を 設 け る こ と が で き た 。 授 業 に 協 力 し て い た だ く 上 で
は 、 栄 養 教 諭 と 地 域 の 関 係 者 で 日 ご ろ か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 、
信 頼 関 係 を 築 く こ と の 大 切 さ を 改 め て 実 感 し た 。  

取組における栄養教諭の工夫 

生徒の地域に
対する理解度
の把握 

収穫体験やイン
タビューを通じた
地域との交流

新聞づくりによ
る知識の定着、
十勝・帯広産の
食材や地産地消
の理解の改善 

自己管理能力
の育成 

（ 図 表 ） 紹 介 し た 時 短 レ シ ピ

（ 図 表 ） 生 徒 が 作 っ た 新 聞

◆ 朝 食 欠 食 率 を 下 げ る た め の レ シ ピ 提 案 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）

地域との連携に関する取組事例の紹介 



－ 23 － 

奈良県橿原市立橿原中学校 

食育指導の時間の確保へ、若手栄養教諭の挑戦
栄養教諭は 20 代の若手。食育の時間を確保するこ

とが難しく、これまで家庭科の授業において家庭科

教諭とともに指導を行うにとどまっていた。食育指

導の時間の増加を目指して、更なる連携が可能な教

科や単元を精査。他の教科や朝の時間に食育の指導

を取り入れ、取組時間数が増加した。 

◆ 朝 の 時 間 を 活 用 し た 短 い 授 業 の 展 開
１ 年 生 を 対 象 に 、 授 業 開 始 前 の 読 書 ・ 学 習 時 間 と

朝 学 活 （ 15 分 ） を 利 用 し て 、 朝 食 の 重 要 性 に つ い
て 話 を し た 。 授 業 開 始 前 の 時 間 は 教 科 の 時 間 と 比 べ 、
時 間 の 確 保 が ス ム ー ズ で あ っ た 。  
◆ 保 健 体 育 の 授 業 で 栄 養 教 諭 が 指 導

栄 養 教 諭 は 、 保 健 体 育 や 理 科 等 の 教 科 で 食 育 に 関
連 し た 授 業 を 展 開 で き る の で は な い か と 考 え 、 担 当
教 諭 に 相 談 し た 。  

保 健 体 育 で は 担 当 教 諭 と 連 携 し 、 ３ 年 生 「 食 生 活
と 健 康 」 の 単 元 で 授 業 を 実 践 す る こ と が で き た 。 健 康 に 過 ご す た め の 食 生 活
に 関 す る 指 導 の ほ か 、 朝 食 摂 取 前 後 の サ ー モ グ ラ フ ィ ー 、 朝 食 と 学 習 集 中 力
と の 関 係 、 朝 食 ア ン ケ ー ト の 結 果 を 示 し た 。  

School Data 
生徒数：565 人 

学校給食：単独調理方式 

栄養教諭配置：平成 28 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

（ 図 表 ） 取 組 時 間 数 の 変 化

（ 図 表 ） チ ャ レ ン ジ タ イ ム に

お け る 指 導 の 様 子

本 校 の 栄 養 教 諭 は 20 代 の 若 手 。 ほ か の 教 職 員 に ど の よ う に 声 か け を し
た ら よ い か 迷 う 場 面 が 多 く 、 学 校 全 体 と し て 食 育 を 推 進 す る 意 識 の 醸 成
に 苦 戦 し て い る 。 食 育 の 時 間 を 確 保 す る こ と が 難 し く 、 家 庭 科 の 調 理 実
習 で 家 庭 科 教 諭 と 連 携 し た 指 導 を 行 う に と ど ま っ て い た 。  

ほ か の 教 諭 と 連 携 し た 教 科 横 断 的 な 食 育 の 授 業 を 展 開 す る 。  

栄 養 教 諭 の 食 育 指 導 に 係 る 取 組 時 間 数  

食 育 の 時 間 の 確 保 が 難 し い 中 で も 、 授 業 開 始
前 の 時 間 を 活 用 し た 「 朝 食 の 重 要 性 」 の 授 業 で 、 生 徒 か ら 「 こ れ か ら は
毎 日 欠 か さ ず 少 し で も 食 べ た い 」 等 の 感 想 が 聞 か れ た 。 ま た 、 保 健 体 育
の 授 業 で は 栄 養 教 諭 の 専 門 知 識 が 発 揮 さ れ 、 担 当 教 諭 か ら 高 い 評 価 を 得
た 。 食 育 指 導 に 係 る 取 組 時 間 数 も 前 年 度 よ り 増 加 し た 。  

学校内の連携に関する取組事例の紹介 

◆食育授業の時間の確保が難しい中、教職員と連携
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◆ 教 職 員 の 理 解 を 促 す 働 き か け が 必 要
こ れ ま で ほ か の 教 職 員 へ の 声 か け に 遠 慮 が あ っ た が 、 学 校 全 体 を 巻 き 込 ん

だ 食 育 を 実 施 す る た め に 教 職 員 一 人 ひ と り と よ り 積 極 的 に 関 わ り 学 校 全 体 の
食 育 に 対 す る 意 識 を 高 め る 必 要 が あ る 。  

教 職 員 か ら 食 育 に 関 し て ど の よ う に 取 り 組 め ば よ い か わ か ら な い と の 意 見
が あ り 、 専 門 的 な 知 識 を 生 か し た 資 料 の 作 成 や 簡 単 な 指 導 案 を 用 意 し た 上 で
相 談 す る 等 、 理 解 を 促 す 工 夫 を 行 っ て い く 。  

 

６人のうち半数は 20 代の若手であり、残り半数はベテランであることから、ベテラン教諭の

ノウハウを若手に伝達する場にもなっている。

ただ、作成する教材は平均的な内容になりやすいため、学校ごとの事情を踏まえて栄養教諭が

独自に調整する必要性も感じている。 

橿原市教育委員会給食係では、こうした機会に栄養教諭等が出席することについての後押しを

行っており、各学校に声をかける、出張を依頼する文書を発行する等の対応がなされている。栄

養教諭としても、そうした後押しがあると学校側への説明をしやすくなると考えている。 

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 専 門 知 識 を 得 る 努 力 が 必 要
部 活 動 で 運 動 を し て い る 生 徒 か ら 「 ど う し た ら 筋 肉 が つ く の か 」 等 と 問

わ れ る こ と が あ り 、 必 要 な 場 面 で 的 確 な ア ド バ イ ス を で き る よ う 常 に 自 己
研 鑽 を し て い か な け れ ば な ら な い 。  

取組における栄養教諭の工夫 

【取組での工夫】栄 養 教 諭 は 事 前 に 、 中 学 校 ３ 学 年 分 の 教 科 書 を す べ て チ ェ

ッ ク し 、 各 教 科 で 食 育 と 連 携 で き る 内 容 が な い か を 調 べ た 。  

食育と関連する
単元のチェック 

ほかの教職員
への働きかけ 

ほかの教職員
と連携した実
践 

栄養教諭の実
践的な指導力
の向上 

◆
◆

市 内 の 栄 養 教 諭 と の 意 見 交 換 （ 下 コ ラ ム 参 照 ）
部 活 動 で の 畑 作 業 や 調 理

学校内の連携に関する取組事例の紹介 

市内の栄養教諭との連携で、ベテランと若手が交流 

市内の中学校担当の栄養教諭等６人が集まって、教材作成、授業の見学、学校全体を巻き込む

ための工夫等に関する情報交換を行っている。 

これまでは月１回の栄養士連絡協議会等を通じて、面識のある栄養教諭に個別に助言を依頼し

ていたが、今年度から６人のグループで定期的に集まっている。 

 
◆今後の課題への認識
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三重県立松阪あゆみ特別支援学校 

家庭・教職員の共通理解のもと、偏食傾向を改善
平成 30 年に開校したばかりの、知的障がいの児

童・生徒を対象とした学校。障がいの特性からこだ

わりが強いために偏食が多く、保護者や教職員は指

導に悩んでいた。偏食の背景を知り、適切な指導を

行うため、栄養教諭が専門家による指導をコーディ

ネート。教職員の指導力に加え、食に関する指導の

重要性についての意識も高まった。

食 に 関 す る 指 導 が 児 童 ・ 生 徒 の 成 長 に
と っ て 重 要 だ と 考 え る 教 職 員 の 割 合  

に つ い て 」 と い う テ ー マ で 、 保 護 者 対 象 の 講 演 会 を 開 催 し た 。  
保 護 者 か ら は 「 野 菜 を 食 べ な い が ど う し た ら よ い か 」 「 箸 を う ま く 持 た せ

る に は 」 等 の 質 問 が 多 数 あ り 、 関 心 の 高 さ が う か が え た 。 保 護 者 が 普 段 感 じ
て い る 悩 み に 答 え る 機 会 と な っ た 。  

School Data 
児童・生徒数：157 人 

学校給食：単独調理方式 

栄養教諭配置：平成 30 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

 

成果につながった取組 

◆専門家のノウハウを保護者と教職員で共有

（ 図 表 ） 食 に 関 す る 指 導 が 児 童 ・ 生 徒

の 成 長 に と っ て 重 要 だ と  

考 え る 教 職 員 の 割 合 の 変 化

障 が い の 特 性 か ら 特 定 の 食 材 へ の こ だ わ り が 強 く 、 偏 食 に な り が ち 。 感

覚 過 敏 が あ る と 、 食 材 の 粒 や 粘 り ・ ぬ め り 等 の 食 感 や 色 等 の 見 た 目 か ら

特 定 の 食 材 を 拒 否 す る こ と が あ っ た 。 保 護 者 は 、 児 童 ・ 生 徒 の 偏 食 の 理

由 や 障 が い の 特 性 に 由 来 す る 課 題 へ の 対 処 の 仕 方 が 分 か ら ず 悩 ん で い た 。

知 的 障 が い を 持 つ 児 童 ・ 生 徒 の 特 性 を 踏 ま え た 上 で 、 各 教 職 員 が 食 の 指
導 の あ り 方 を 理 解 し 、 食 育 の 推 進 に 取 り 組 む 。  

教 職 員 は 、 児 童 ・ 生 徒 の 特 性 を 踏 ま え た 指 導 に つ い て の 理 解 が 深 ま っ た 。
ま た 講 演 会 で 保 護 者 か ら 挙 が っ た 質 問 を 通 じ て 保 護 者 が 欲 し て い る 情 報
が 分 か り 、 今 後 の 発 信 の 仕 方 が 明 確 に な っ た 。 結 果 、 食 に 関 す る 指 導 が
児 童 ・ 生 徒 の 成 長 に と っ て 重 要 だ と 考 え る 教 職 員 の 割 合 も 増 加 し た 。  

◆ 作 業 療 法 士 を 招 い た 講 演 で 、 児 童 ・ 生 徒 の 特 性 を 理 解
作 業 療 法 士 を 講 師 と し て 招 き 、 「 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 子 ど も へ の 食 育

学校内の連携に関する取組事例の紹介 
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◆ 教 職 員 の 間 で 指 導 方 法 を 共 有
保 護 者 向 け の 講 演 会 の 後 、 教 職 員 向 け の 講 演 会 も

開 催 。 見 た 目 （ 形 状 ・ 色 ） 、 食 感 を 嫌 が る 場 合 の 対
応 等 、 実 例 を 挙 げ な が ら の 説 明 が あ っ た 。  

保 護 者 と 教 職 員 が 同 じ 内 容 を 学 ぶ こ と で 、 児 童 ・
生 徒 へ の 指 導 に つ い て の 共 通 認 識 を 持 つ こ と に つ な
が っ た 。  

 
 
 

 

 

内 容 が 身 に 付 き や す い 。 た だ 、 全 く 新 し い 取 組 に は 抵 抗 感 を 示 す 児 童 ・ 生 徒
が 多 い た め 、 事 前 に 取 組 に 関 連 し た 写 真 や 映 像 を 見 せ た り 、 取 組 の 流 れ を 順
序 だ て て 説 明 し た り し て 、 取 組 の 情 景 を 想 起 さ せ て お く こ と が 欠 か せ な い 。  

 
 
 
 
 

偏食傾向に関す
る実態・課題の
把握 

栄養教諭を核
とした専門家
のコーディネ
ート

保護者・教職
員との目標・
指導方法の共
有 

食の指導に関
する学校内の
共通認識形成 

栄養教諭の実
践的な指導力
の向上 

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 学 級 担 任 と の 連 携 を 密 に 、 栄 養 教 諭 か ら の 発 信 も
学 級 担 任 と の 連 絡 ・ 調 整 、 地 域 と の 関 係 構 築 を 主 体 的 に 担 う こ と が 必

要 で あ る と 考 え て い る 。 児 童 ・ 生 徒 の 特 性 を 踏 ま え た 食 育 の あ り 方 に つ
い て は 、 学 級 担 任 と の 会 話 の 中 で 気 付 く こ と が 多 く 、 学 級 担 任 と の 連 携
を 重 視 し て い る 。  

一 方 、 栄 養 教 諭 と し て ど の よ う な 取 組 や 成 果 を 目 指 す か と い う 点 に つ
い て は 、 自 身 か ら 発 信 し て い く 必 要 が あ る と 考 え て い る 。  

取組における栄養教諭の工夫 

【取組での工夫】給 食 の 時 間 に は 、 特 に 問 題 を 抱 え て い る と 考 え て い る 児

童 ・ 生 徒 が 食 べ る 様 子 を 講 師 に 見 て も ら い 、 具 体 的 な ア ド バ イ ス を も ら っ

た 。  

（ 図 表 ） 講 演 会 の 様 子

学校内の連携に関する取組事例の紹介 

◆
◆
◆
◆

栄 養 教 諭 に よ る 松 阪 市 ・ 津 市 の 地 産 地 消 メ ニ ュ ー の 開 発
松 阪 飯 南 森 林 組 合 の 指 導 に よ る シ イ タ ケ 栽 培
野 菜 の 栽 培 活 動
支 援 が 必 要 な 児 童 ・ 生 徒 へ の 対 応
外 部 の 講 師 を 招 く と 、 児 童 ・ 生 徒 は 緊 張 感 を 持 ち 、 集 中 し て 取 り 組 む た め 、
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長野県須坂市立仁礼小学校・東中学校 

給食センター勤務の栄養教諭と学校をつなぐ管理職
須坂市の栄養教諭は２名おり、ほぼ毎日市内 16 校

の小学校・中学校・支援学校に出向き、食育授業を

実施している。市内 16 校の各校の食育の取組には学

校間に温度差がある中、実施校の東中学校において

は、教頭がキーマンとなり、連携する教科や担当教

諭との調整を行い、校内全体の進捗管理を行うこと

で、須坂市が目指している食育について共通理解が

図れ、教職員の食に対する意識も高まった。 

教 職 員 の 食 に 対 す る 意 識 の 向 上

教 頭 が キ ー マ ン と な り 連 携 す る 教 科 や 担 当 教 諭 と の 調 整 を 行 い 、 食 育 は
学 校 全 体 で 取 り 組 む べ き と い う 意 識 を 醸 成 で き た 。  
実 施 校 の 教 職 員 の 食 に 対 す る 意 識 を 向 上 し 、 給 食 や 教 科 等 に お け る 食 に
関 す る 指 導 が で き て い る 割 合 が 増 加 し た 。  

School Data 
児童・生徒数： 

学校給食：共同調理方式 

栄養教諭配置： 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

給食の時間を活用した食に

関する指導が推進され、機

能しているか

栄養教諭と学級担任が連携

した指導を計画的に実施で

きているか 

給食の時間を活用した食に

関する指導が推進され、機

能しているか 

栄養教諭と学級担任が連携

した指導を計画的に実施で

きているか 

教科・特別活動等における

食に関する指導が推進さ

れ、機能しているか

栄養教諭が計画どおりに授

業参画できているか 

教科・特別活動等における

食に関する指導が推進さ

れ、機能しているか 

栄養教諭が計画どおりに授

業参画できているか 

偏食、肥満・痩身、食物ア

レルギー等に関する個別的

な相談指導が行われ、機能

しているか 

肥満傾向、過度の痩身、偏

食傾向等の児童生徒に適切

な指導ができているか 

偏食、肥満・痩身、食物ア

レルギー等に関する個別的

な相談指導が行われ、機能

しているか 

肥満傾向、過度の痩身、偏

食傾向等の児童生徒に適切

な指導ができているか 

＜仁礼小学校＞ 

＜東中学校＞ 

須 坂 市 の 栄 養 教 諭 は ２ 名 お り 、 ほ ぼ 毎 日 市 内 16 校 の 小 学 校 ・ 中 学 校 ・
支 援 学 校 に 出 向 き 、 食 育 授 業 を 実 施 し て い る 。 た だ し 、 各 校 の 食 育 の 取
組 に つ い て は 、 学 校 間 に 温 度 差 が あ る 。 ま た 、 栄 養 教 諭 は 普 段 、 給 食 セ
ン タ ー に 勤 務 し て い る た め 、 教 職 員 は 給 食 担 当 に な ら な け れ ば 、 「 食 育 」
は 「 職 外 」 と い う 認 識 が あ っ た 。

実 施 校 で の 食 育 の 取 組 を 通 し て 、 教 職 員 の 食 育 に 対 す る 意 識 改 革 を 図 り 、
学 校 全 体 で 栄 養 教 諭 と 連 携 し た 食 育 の 実 施 に つ な げ る 。  

（ 図 表 ） 給 食 の 時 間 に お け

る 食 に 関 す る 指 導 が で き て

い る 教 職 員 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 教 科 等 に お け る 食

に 関 す る 指 導 が で き て い る

教 職 員 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 個 別 的 な 相 談 指 導

が で き て い る 教 職 員 の 割 合

の 変 化

栄養教諭の連携強化に関する取組事例の紹介 
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◆ 管 理 職 や 教 職 員 と 連 携 す る
年 度 当 初 の 教 職 員 研 修 や 学 校 保 健 委 員 会 で 、 「 須 坂 市 の 目 指 す 食 育 」 に つ

い て 、 ど の よ う に 具 体 化 し て い く の か 話 し 合 い 、 共 通 理 解 を 図 っ た こ と が 、
全 校 体 制 に よ る 実 施 に つ な が っ た 。 栄 養 教 諭 が 「 身 体 づ く り と 食 」 に つ い て
の 専 門 職 と し て 、 教 職 員 と 連 携 を 深 め て 、 給 食 時 間 を 食 育 の 時 間 と 位 置 付 け
た 。  

◆ 教 頭 が 栄 養 教 諭 と 学 校 を 結 ぶ 役 割 を 担 う
仁 礼 小 学 校 ・ 東 中 学 校 と も 、 教 頭 が 「 調 整 役 の キ ー マ ン 」 と し て の 役 割 を

果 た す 。 教 頭 の 調 整 に よ り 、 各 教 科 等 の 目 標 と 栄 養 教 諭 が 食 育 と し て 実 施 し
た い 内 容 を 結 び 付 け 、 学 校 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト を 行 っ た 。  

 
 
 
 

 
 

（ 仁 礼 小 学 校 ） ※ 東 中 学 校 に つ い て は P７ を 参 照  
◆ 保 護 者 と 連 携 し た 食 育 授 業 、 親 子 給 食 、 調 理 実 習 、 マ ナ ー 講 座
◆ 栄 養 バ ラ ン ス を 考 慮 し た 献 立 の 作 成 、 調 理 実 習
◆ 養 護 教 諭 の 保 健 指 導 と 連 携 し た 、 健 康 と 食 生 活 に 関 す る 授 業

 

 

成果につながった取組 

関連のある取組 

◆ 栄 養 教 諭 は 市 と 学 校 の 食 育 を つ な ぐ キ ー マ ン
栄 養 教 諭 は 、 須 坂 市 食 育 推 進 基 本 計 画 に 沿 っ て 各 課 等 と 連 携 し 、 ９ 年

間 の 義 務 教 育 の 中 で 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 役 割 を 明 確 に し 「 つ け る 力 （ め
ざ す 姿 ） 」 を 保 護 者 に 周 知 。  

教 職 員 に は 須 坂 市 教 育 委 員 会 が 目 指 す 教 育 の 中 の 食 育 の 位 置 付 け を 周
知 。 単 発 で 行 う 食 育 で な く 、 「 新 学 習 指 導 要 領 に 向 け た 教 科 等 横 断 的 な
カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト 」 と し て の 食 育 の 位 置 付 け を 模 索 。

取組における栄養教諭の工夫 

【取組での工夫】東 中 学 校 の 教 頭 は 、 「 食 育 は 教 科 の 一 つ に な り 得 る 」 と

話 す 。 授 業 時 間 が 少 な い 中 で も 食 育 に 取 り 組 め る よ う 、 教 頭 が 窓 口 と な り

打 ち 合 わ せ の た め の 調 整 役 を 果 た し て 学 校 教 諭 と 栄 養 教 諭 の 連 携 を 図 っ

た 。 栄 養 教 諭 が 食 育 の 先 生 と し て 連 携 で き る 場 や 、 必 要 と さ れ る 場 を 作 っ

て い く 。  

給食センター
と各学校の連
携体制の見直
し 

栄養教諭から
のアプローチ

管理職（教
頭）がキーマ
ンとなり調整

各学校での食
育の取組の実
践 

栄養教諭の実
践的な指導力
の向上 

◆取組の流れ

栄養教諭の連携強化に関する取組事例の紹介 

◆担当校の教職員との信頼関係の構築

◆大規模センター勤務の栄養教諭と学校をつなぐ窓口
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山口県宇部市立船木小学校 

先輩栄養教諭との連携で指導力アップ
食に関する指導を充実させるため、宇部市内の栄

養教諭との連携を強化。６年生の公開授業研究会の

準備にあたり、ベテラン栄養教諭の授業を参観した

り、指導・助言を受けたりしながら指導案を検討し

た。公開授業での児童の反応は上々。児童の減塩意

識が向上し、栄養教諭間の連携状況も強化した。 

◆ 先 輩 栄 養 教 諭 の 助 言 に よ り 指 導 案 を 繰 り 返 し 検 討
公 開 授 業 の 対 象 は ６ 年 生 の 生 活 習 慣 病 の 予 防 に 関

す る 授 業 。 ま ず は ベ テ ラ ン 栄 養 教 諭 の 授 業 を 参 観 し 、
内 容 を 協 議 し た 。 そ の 後 、 栄 養 教 諭 間 で 模 擬 授 業 を
行 い な が ら 指 導 案 の 検 討 を 繰 り 返 し た 。 さ ら に 、 校
内 で も 指 導 案 の 検 討 を 行 っ た 。  

School Data 
児童数：141 人 

学校給食：単独調理方式 

栄養教諭配置：平成 24 年 

現状・課題 

目標 

主な指標 

評価 

成果につながった取組 

◆公開授業研究会に向けた検討の実施

（ 図 表 ） 経 験 年 数 差 の あ る 栄 養 教 諭 に 気 軽 に 相 談 す る

こ と が で き る と 思 う 栄 養 教 諭 の 割 合 の 変 化

（ 図 表 ） 栄 養 教 諭 間 で 互 い に 学 び あ う 関 係 が

あ る と 思 う 栄 養 教 諭 の 割 合 の 変 化

食 に 関 す る 指 導 を よ り 充 実 さ せ る た め 、 他 校 の 栄 養 教 諭 と の 連 携 を 強 化
す る 必 要 が あ っ た 。  

宇 部 市 内 の 栄 養 教 諭 と の 連 携 を 強 化 し 、 指 導 力 の 向 上 を 目 指 す 。  

栄 養 教 諭 （ 学 校 栄 養 職 員 ） 間 で 互 い に 学 び あ う 関 係 が あ る と 思 う 栄 養 教
諭 の 割 合  
経 験 年 数 差 の あ る 栄 養 教 諭 （ 学 校 栄 養 職 員 ） に 気 軽 に 相 談 す る こ と が で
き る と 思 う 栄 養 教 諭 の 割 合  

公 開 授 業 研 究 会 の 準 備 で は 、 他 校 の ベ テ ラ ン 栄 養 教 諭 に 指 導 ・ 助 言 を 受
け な が ら 市 内 全 栄 養 教 諭 ・ 学 校 栄 養 職 員 で 指 導 案 を 検 討 。 公 開 授 業 で は
児 童 の 反 応 が よ く 、 授 業 の 工 夫 改 善 の 成 果 を 実 感 し た 。 宇 部 市 全 体 で も 、
栄 養 教 諭 の 連 携 に 関 す る 指 標 が 向 上 し た 。  

（ 図 表 ） 指 導 案 検 討 会 の 様 子

栄養教諭の連携強化に関する取組事例の紹介 
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当 初 、 栄 養 教 諭 は 血 管 の 模 型 や 死 因 の デ ー タ か ら 授 業 を 始 め る つ も り だ っ
た が 、 ベ テ ラ ン 栄 養 教 諭 の 助 言 を 受 け 、 動 画 （ 男 児 が 夜 遅 く ま で ゲ ー ム を し
た り 、 カ ッ プ ラ ー メ ン や ポ テ ト チ ッ プ ス を 食 べ た り し て い る 様 子 ） か ら 始 め
る こ と と し た 。 実 際 の 授 業 で は 、 児 童 に と っ て は 自 分 の 生 活 を 振 り 返 る き っ
か け と な り 、 集 中 し て 聞 い て い る 様 子 で あ っ た 。  

◆ 公 開 授 業 を 通 し て 児 童 の 減 塩 意 識 を 向 上
授 業 の 中 で は 、 菓 子 に 含 ま れ る 脂 質 ・ 食 塩

の 量 を 成 分 表 示 か ら 調 べ た り 、 砂 糖 ・ 脂 質 ・
食 塩 を と り 過 ぎ な い 間 食 の と り 方 を 考 え た り
し た 。 取 組 後 、 塩 分 の 多 い 料 理 を 控 え る よ う
に 心 が け て い る 児 童 の 割 合 が 増 加 し た 。  

 

 
 
 
 

（ 図 表 ） 「 食 べ る の だ い す き 」

の 資 料  

関連のある取組 

◆取組の流れ

◆ 地 域 で の 照 会 先 を 把 握 し て お く
積 極 的 に 動 け る よ う 、 情 報 の ア ン テ ナ を 張 り 、 き ち ん と 関 係 各 所 と 話

が で き る 能 力 が 必 要 。 校 外 で は 自 治 体 の 担 当 課 等 、 地 域 で の 照 会 先 が あ
る 程 度 わ か れ ば 、 ス ム ー ズ に 依 頼 を 進 め ら れ る こ と が 多 い 。  

校 内 で 学 級 担 任 と 話 を す る 際 は 、 児 童 の 様 子 を 把 握 し て お か な け れ ば
な ら な い た め 、 日 ご ろ か ら 変 化 に 気 付 け る よ う 注 意 し て い る 。  

取組における栄養教諭の工夫 

栄養教諭による
指導案の作成 

効果的な指導
方法の検討 

児童の意識を
高める指導の
実践 

栄養教諭の実
践的な指導力
の向上 

（ 図 表 ） 「 船 木 小  食 べ る の だ

い す き 」 の 資 料  

（ 図 表 ） 塩 分 の 多 い 料 理 を 控 え る よ う に

心 が け て い る 児 童 の 割 合 の 変 化

栄養教諭の連携強化に関する取組事例の紹介 

◆
◆
◆

地 域 に 向 け た 毎 月 の 通 信 の 作 成
地 域 の シ ェ フ 及 び 生 産 者 を 招 い た 「 味 覚 教 室 」 の 開 催
地 域 の 特 産 ・ 万 倉 な す の 生 産 者 、 宇 部 市 農 林 振 興 課 の 職 員 を 招 い た 講 話

 児童自身がテーマを決め、地域に向けて発信 

 ５・６年生の給食委員会の児童が毎月、食育通信（「船

木小 食べるのだいすき」）を作成。各自治会に配布し、

回覧板で伝達しているほか、市民センターにも配布する。 

通信の内容については基本的に、児童自身が考えてい

る。児童自身の言葉で発信することで、地域住民の関心が

高まりやすい。給食、食材、料理、食文化等に関する知識 
 のほか、朝食摂取や減塩についても発信している。 
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実施校（全 21 校）で実施した、児童生徒及び保護者に対するアンケート

を分析したところ、児童生徒の効果として、以下の成果がみられました。 

 

実施校の食に関する課題を意識した取組に着目し、取組状況で児童生徒の食に関する意

識の変化に違いがあるか分析しました。 

食事マナーに関する課題を意識して取組を行った学校では児童生徒が食事マナーに気を

付けている割合が高く、課題を意識して取組を行うことで普段の行動に結び付きやすいと

考えられます。 

図表 【児童生徒】食事マナーに気を付けているか（単一回答）／取組状況別 

実施校の取組前後の児童生徒の食習慣に着目し、食習慣の改善の有無による意識の変

化について分析しました。 

食習慣の改善がみられた学校では、取組前よりも、児童生徒が栄養バランスを考えて

食事やおやつをとる割合が高くなっています。食習慣と食に関する意識には関連がある

ことから、食に関する意識と食習慣の両方について児童生徒に働きかけていくことが重

要と考えられます。 

図表 【児童生徒】一日や一週間の栄養バランスを考えて食事やおやつをとるか 

（単一回答）／食習慣の改善の有無別 

TOTAL（n=14563）

事前（n=6828）

事後（n=6810）

事前（n=408）

事後（n=380）

事前（n=73）

事後（n=64）

すべての学年の児童生徒を
対象に取組を行った学校

特定の学年の児童生徒を
対象に取組を行った学校

取組を行っていない学校

はい

52.3

52.0

53.2

50.5

53.4

27.4

23.4

どちらかといえばはい

35.5

35.8

35.3

34.1

37.4

20.5

29.7

どちらかといえばいいえ

9.4

9.4

8.9

12.0

6.6

37.0

32.8

いいえ

2.6

2.6

2.3

2.9

2.1

15.1

14.1

無回答

0.2

0.2

0.2

0.5

0.5

0.0

0.0

(%)

TOTAL（n=14563）

事前（n=2148）

事後（n=2099）

事前（n=5161）

事後（n=5155）

食習慣の改善が
みられた学校

食習慣の改善が
みられなかった学校

はい

30.0

29.4

30.3

30.4

29.8

どちらかといえばはい

39.6

39.9

41.8

38.4

39.7

どちらかといえばいいえ

20.1

20.8

21.4

20.4

19.1

いいえ

10.0

9.7

6.3

10.6

11.2

無回答

0.3

0.3

0.1

0.2

0.3

(%)

食に関する課題を意識して取組を行うことで普段の行動に結び付きやすい 

食に関する意識と食習慣の両方に働きかけていくことが重要 

アンケート分析
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実施校（全 21 校）で実施した教師に対するアンケートを分析したところ、

以下の成果がみられました。 

食に関する指導について取組前後を比較すると、いずれの項目も「できている」割合が

10 ポイント以上増えています。 

「つながる食育推進事業」に取り組むことで、食に関する指導体制が構築されたり充実

したりする傾向があると考えられます。 

図表 【教師】食に関する指導（単一回答） 

 

実施校の取組後の教師向けアンケートを得点化し、教師全員の平均得点と児童生徒の

行動との関係を分析しました。 

教師アンケートの得点が全実施校の平均より高い学校のほうが、児童生徒が朝食を食

べる頻度が高くなっています。食育に対する教師の意識や行動が充実していると、児童

生徒の食習慣によい影響を与えると考えられます。 

図表 【児童生徒】朝食を食べる頻度（単一回答）／教師アンケートの得点別 

事前（n=540）

事後（n=603）

事前（n=491）

事後（n=560）

事前（n=459）

事後（n=542）

教員同士の連携体制が
構築され、食に関する指導が

行われているか

栄養教諭は養護教諭、
学級担任等と連携して
指導ができているか

栄養教諭を中心として、
家庭や地域、生産者等と

連携を図った指導ができているか

できている

25.0

36.0

37.1

50.4

33.1

44.8

概ねできている

42.2

45.3

38.5

34.8

39.2

37.8

あまりできていない

24.6

11.3

15.3

6.4

17.6

9.0

できていない

5.7

3.6

6.5

4.1

7.2

3.7

無回答

2.4

3.8

2.6

4.3

2.8

4.6

(%)

TOTAL（n=14563）

事前（n=3379）

事後（n=3267）

事前（n=3930）

事後（n=3987）

教師アンケートの
得点が高い学校

教師アンケートの
得点が高くない学校

ほとんど毎日

88.7

90.0

89.9

88.2

87.3

週に４〜５日

4.8

4.6

4.6

4.6

5.3

週に２〜３日

2.4

2.0

2.3

2.8

2.5

週に１日程度

0.7

0.7

0.6

0.8

1.0

ほとんどない

1.7

1.3

1.7

1.7

2.0

無回答

1.6

1.5

0.9

2.0

1.9

(%)

食育に対する教師の意識・行動は、児童生徒に好影響 

事業に取り組むことで食に関する指導体制が充実 

アンケート分析
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食育を進める上では、栄養教諭が中心的な役割を果たしながら、家庭や保
護者、生産者や地域の関係団体、ほかの教職員等と連携して取組を行うこと
が重要です。栄養教諭へのアンケート結果やヒアリング結果から、栄養教諭
が中心となって取り組んだ内容や工夫した点として、以下の内容が確認され
ました。 

児童生徒の食習慣の改善には家庭の協力が不可欠です。保護者も参加できる取組を行う、

学級担任等のほかの教職員と連携する等の工夫で、家庭とのつながりを作ることが大切で

す。 

具体的な取組内容 家庭へ働きかける際の工夫 

 学級担任と連携し、児童生徒の食に関する

課題の把握をする

 給食試食会を行い、同時に塩分測定等の取

組を組み合わせる

 親子での料理教室を開催する

 保護者向けの食育講演会を開催する

 保護者を講師役として授業に招く

 通信や給食レシピ等を作成し、児童生徒を

通じて家庭に配布する

 授業参観や懇談会の際に、学級担任に保護

者への働きかけを依頼する

 ＰＴＡを通じて取組への参加を呼びかける

 ＰＴＡとともに食に関する取組を企画・実

施する

 

地域と連携することで、その地域の状況や特産物等への理解が深まります。そのために

は、栄養教諭が自ら地域との関係性を構築することも重要です。 

具体的な取組内容 地域へ働きかける際の工夫 

 地域の生産者を招き、授業で生産の苦労等

の体験談を話してもらう等、児童生徒との

交流の機会を作る

 生産者やＪＡの指導のもと、農作物の栽

培・収穫を体験する

 給食の納入業者や調理員等に協力を依頼

し、給食のできる過程を知る

 地域のシェフを招き、親子料理教室を開催

したり、食文化や味覚に関する授業を展開

したりする

 児童生徒が作成した食育通信を自治会や行

政（市民センター等）で配布する

 行政、教育委員会、ＪＡ、ＮＰＯ等、地域

で中核となる団体に連携を依頼する

 関係団体のリストを作成し、教職員間で共

有する

 栄養教諭や教職員等の人脈から、又はＳＮ

Ｓ等で、学校との連携にふさわしい人や団

体を探す

 有名な講師よりも、地域の身近な講師の方

が、児童生徒が親しみを感じることもある

 収穫の時期等、生産者の繁忙期をできるだ

け避ける

家庭や保護者との連携では、保護者参加型の取組が有効 

生産者や地域、関係団体等との関係性を構築し、理解を深める 

食物アレルギーや肥満/やせ傾向のある子供や保護者等に対する個別指導の実施 7
保護者を対象とした食育教室（親子料理教室・給食試食会・講演会等）の企画・実施 19
保護者の食育に関する意識等の実態把握（アンケート等の作成・実施） 11
学校と家族をつなぐ方策の企画・実施 11

地場産物の調達や授業での連携のための地元生産者との連絡調整 13
校内や地域、生産者などを含む地域全体の食育推進体制の構築 11
学校と地域や生産者をつなぐ方策の企画・実施 12

「つながる食育」での栄養教諭の役割・工夫 
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栄養教諭が学校で食育に取り組ん

でいくためには、校内での連携が必

要不可欠です。そのためには、栄養

教諭自身が何を求められているかを

理解し、工夫しながら校内に働きか

けていくことが求められます。 

栄養教諭に求められる資質 学校内で取組を円滑に進めるための工夫 

 校内・校外の関係者と連携するための積極

的な行動

 協力を依頼するためのコミュニケーション

能力

 食物や身体についての専門知識

 児童生徒一人ひとりの実態把握

 取組を行うにあたっての、課題設定→取組

の企画立案→成果の確認→評価というプロ

セスの意識

 学校全体として食育に取り組むよう、管理

職に支援を依頼する

 職員室での教職員の会話に耳を傾け、会話

に参加する

 食育への関心が薄い教職員には、目的を明

確にして協力を要請する

 他校の栄養教諭との横のつながりを作り、

校内連携の工夫を共有する

また、食育についての取組は、１教科としての実施ではなく、さまざまな教科の中で食

育に関連のある単元で協力することが求められます。以下は、実際に食育を取り入れてい

る教科・単元の例です。 

小学校 中学校 

１・２年 ３・４年 ５・６年 

社会 

◆ 特 色 あ る 地 域 の

人々の暮らし

◆わたしたちの県

◆わたしたちの生活

と食料生産

◆ 日 本 の 農 業 ・ 林

業・漁業

◆わたしたちの生活

と文化

理科 

◆植物をそだてよう

◆私たちの体と運動

◆生命のつながり

◆植物の生長

◆からだのはたらき

◆植物の生活と種類

◆自然と人間

生活 

◆ 花 や 野 菜 を

育てよう

◆ 収 穫 祭 を し

よう

技術 

家庭 

◆食べて元気に

◆いためてつくろう

朝食のおかず

◆食生活と自立

◆献立作りと食品の

選択

保健 

体育 

◆毎日の生活と健康

◆育ちゆく体とわた

し

◆けがの防止

◆生活習慣病の予防

◆体の発育・発達

◆健康な食生活と病

気の予防

道徳 

◆「いただきます」ということ

◆もったいないばあさん

◆食品ロス「ろすのん」

◆「いただきます」

から始めよう

◆思いやり・感謝

総合的

な学習

の時間 

◆地域を調べよう

◆栽培活動

◆ふるさとを知る

◆職場体験

学校内での連携として、栄養教諭自ら発信し働きかける努力を 

「つながる食育推進事業」全体の事業計画の検討・計画づくり 15
教科等での食に関する指導の実施 15
学級担任等と連携した食に関する指導の実施 18
教科等で活用する食に関する指導教材の作成 13
給食の時間での食に関する指導の実施 20
郷土料理や地場産物を取り入れた給食の献立づくり 18
教職員等を対象とした食育に係る教育内容や食事マナー等に関する指導 10
子供の食生活等の実態把握（アンケート等の作成・実施） 16
食育推進啓発パンフレットや配布物等の企画・作成 17

「つながる食育」での栄養教諭の役割・工夫 



 

「つながる食育」を推進していく上で有効なポイントを整理しました。 

親子料理教室等、保護者と児童生徒がともに料理する喜び

を体験することが食材をはじめ食全体についてより深く考え

るきっかけとなります。 

アンケートや「元気いっぱい充電カード」「生活ノート」

「カルシウム自己チェック表」等で現状を把握し、その結果

については、児童生徒には授業の中で、家庭には食育だより

で、校内には職員会議等で共有することが望ましいでしょう。 

 

学校からのおたより、家庭から授業に関連するコメントを

もらうことで双方向の情報交換を進めるほか、学校保健委員

会等で教職員と保護者が意見交換する場を設けることも有効

です。 

児童生徒が地元の農家に出向き、畑の見学や収穫体験をし

たり、また生産者を学校に招いて給食をともにしたりするこ

とで交流を深めたり、生産者への感謝の気持ちを醸成するこ

とができます。 

複数の学校が集まる連絡会議で栄養教諭が取組を紹介した

り、教職員たちと意見交換を行ったりする等、栄養教諭の発

信力やコーディネート力がより重要となります。 

栄養教諭からの積極的な働きかけや、各教職員の食への高

い関心に加え、校長・教頭のリーダーシップが発揮されたり、

教頭がコーディネーター役を務めると、全校一丸となり、食

育事業が更に充実します。 

つながる食育の推進に向けて 
令和２年３月 

文部科学省初等中等教育局 
〒100-8959 東京都千代田区霞が関３-２-２

TEL 03-5253-4111(代) 

このリーフレットは文部科学省ウェブサイトからダウンロードできます 

各学校での食育に関する取組や研修・講演等でご自由にお使いください 

◆学校と家庭と、双方向での情報交換・コミュニケーションを図る

取組の意義を明確にするためには、児童生徒の実態を把握

した上で取組の内容を考え、さらに達成すべき目標と事後の

振り返りのための評価指標を決めることが重要です。 

「つながる食育」の推進のポイント 

 ◆保護者が児童生徒と一緒に参加する機会を作る

 ◆現状や課題をデータで把握し、児童生徒・家庭・学校が共有する

 ◆地域の生産者や食に関わる人々と児童生徒が交流する機会を作る

 ◆学校種を超えた連携や地域のさまざまな世代との交流を図る

◆学校内のほかの教職員と連携を取る

 ◆児童生徒の実態を把握し、取組の内容や目標、評価指標を設定する




